
は
じ
め
に

「
清
国
応
聘
将
校
」
と
は
、
一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
年
）
湖
広
総
督
張
之
洞

（
一
八
三
七
〜
一
九
〇
九
）
の
日
本
軍
事
顧
問
招
聘
を
皮
切
り
に
（
１
）
、
清
国
各
省
の

総
督
ま
た
は
巡
撫
の
招
聘
に
応
じ
て
、
当
該
各
省
の
陸
軍
の
軍
事
訓
練
・
教
育
に

携
わ
っ
て
い
た
日
本
人
軍
事
教
官
・
顧
問
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
日
清
間
の
招
聘

事
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
結
果
、
日
露
戦
争
前
後
、
直
隷
総
督
袁
世
凱
（
一
八
五

九
〜
一
九
一
六
）
の
も
と
で
多
く
の
日
本
人
軍
事
顧
問
・
教
官
は
北
京
防
衛
の
重

任
を
担
う
北
洋
陸
軍
の
創
設
や
訓
練
な
ど
の
仕
事
に
精
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
（
２
）
、

日
清
両
国
の
軍
事
提
携
も
こ
の
時
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
し
た
と
言
え
よ
う
。
特

に
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
八
年
）
一
〇
月
直
隷
省
（
河
北
省
）
の
河
間
で
行
わ
れ

た
対
ロ
シ
ア
野
戦
演
習
に
よ
っ
て
（
３
）
、
日
清
間
の
軍
事
提
携
は
つ
い
に
軍
事
顧
問
団

と
い
う
緊
密
な
協
力
関
係
に
ま
で
発
展
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
周
知
の
よ
う
に
、
日
露
戦
争
後
、
日
清
両
国
の
外
交
関
係
は

悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）
一
月

二
五
日
に
作
成
し
た
山
縣
有
朋
（
一
八
三
八
〜
一
九
二
二
）
の
「
対
清
政
策
所

見
」
で
は
、「
盖
し
最
近
一
兩
年
に
於
け
る
清
國
の
外
交
政
策
は
所
謂
對
外
硬
の

一
點
張
り
に
し
て
苟
く
も
理
の
有
る
所
は
之
れ
を
争
ふ
て
止
ま
さ
る
は
勿
論
便
ち

理
の
無
き
所
に
至
り
て
も
亦
頻
り
に
我
意
を
主
張
し
て
敢
て
屈
せ
さ
る
の
風
あ

り
」
と
指
摘
し
、
更
に
「
我
邦
と
清
國
と
は
満
洲
に
於
て
遂
に
調
和
す
へ
か
ら
さ

る
利
害
の
衝
突
を
惹
起
し
或
は
干
戈
に
訴
へ
て
其
の
解
決
を
求
め
さ
る
可
ら
さ
る

に
至
る
や
も
亦
未
た
知
る
可
ら
さ
る
も
の
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
（
４
）
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
当
時
緊
迫
し
た
日
清
関
係
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
日
露
戦
後
の
暗
雲
漂
う
日
清
関
係
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
お

お
よ
そ
満
洲
問
題
を
巡
っ
て
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、
幾
多
の
優
れ
た
業
績
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
た
の
で
、
こ
こ
で
贅
言
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
（
５
）
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
近
代
日
中
軍
事
交
流
史
の
視
点
か
ら
、
日
露
戦
後
の
日
本
人
軍
事
顧
問
・

教
官
の
招
聘
問
題
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
は
皆
無
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
筆
者
は
、
明
治
末
期
（
一
九
〇
七
〜
一
九
一
一
年
）
に
お
け
る
清

明
治
末
期
（
一
九
〇
七
〜
一
九
一
一
年
）
に
お
け
る
清
国
応
聘

将
校
制
度
の
衰
微

楊

典

錕

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
二
号

二
〇
〇
八
年
三
月
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国
応
聘
将
校
制
度
を
中
心
と
し
て
、
悪
化
し
つ
つ
あ
っ
た
日
清
外
交
関
係
が
こ
の

制
度
に
お
け
る
人
事
慣
行
の
変
容
に
、
一
体
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の

か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
上
述
の
問
題
の
考
察
を
通
じ
て
、
一
九
一
五
年
（
大
正
四
年
）
一
月

に
日
本
側
が
袁
世
凱
政
府
に
突
き
付
け
た
、
い
わ
ゆ
る
「
対
華
二
一
ヵ
条
要
求
」

の
中
に
、「
支
那
國
政
府
ハ
南
満
洲
及
東
部
内
蒙
古
ニ
於
ケ
ル
政
治
、
財
政
、
軍

事
ニ
關
シ
顧
問
教
官
ヲ
要
ス
ル
場
合
ニ
ハ
必
ス
先
ツ
日
本
國
ニ
協
議
ス
ヘ
キ
コ
ト

ヲ
約
ス
（
６
）
」（
第
二
号
第
六
条
）、
及
び
「
中
央
政
府
ニ
政
治
財
政
及
軍
事
顧
問
ト
シ

テ
有
力
ナ
ル
日
本
人
ヲ
傭
聘
セ
シ
ム
ル
コ
ト
（
７
）
」（
第
五
号
第
一
項
）
な
ど
の
要
求

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。

本
稿
は
三
章
（
そ
れ
ぞ
れ
二
節
ず
つ
）
か
ら
な
っ
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、
日

本
人
軍
事
顧
問
・
教
官
が
本
務
の
傍
ら
、
兼
務
と
し
て
情
報
蒐
集
を
行
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
あ
る
清
国
応
聘
軍
事
教
官
（
川
喜
多
大
治
郎
）
に
よ
る

軍
機
漏
洩
事
件
（
川
喜
多
事
件
）
の
発
生
に
注
目
し
た
い
。
第
二
章
で
は
、
川
喜

多
事
件
の
余
波
と
し
て
、
日
本
人
軍
事
顧
問
・
教
官
や
清
国
留
日
陸
軍
学
生
の
軍

機
保
護
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
日
清
両
国
の
外
交
関
係
に
齟
齬
が
生
じ
た
経
緯
を
辿

り
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
事
件
を
契
機
と
し
た
清
国
応
聘
将
校
制
度
に
お
け
る
人
事
慣

行
の
変
容
（
志
願
制
か
ら
派
遣
制
へ
と
変
貌
）、
及
び
派
遣
制
の
低
迷
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
た
い
。
第
三
章
で
は
、
明
治
末
期
に
お
け
る
清
国
応
聘
将
校
制
度
の

衰
微
に
つ
い
て
、
日
本
側
の
原
因
だ
け
で
な
く
、
清
国
側
の
原
因
も
追
究
し
、
清

國
陸
軍
中
枢
部
内
の
親
独
派
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
十
数
年
に
も
及
ぶ
こ
の
制
度
が

不
振
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
も
分
析
を
進
め
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、

そ
の
他
の
原
因
、
例
え
ば
清
国
側
の
経
費
節
約
、
官
制
改
革
、
な
い
し
自
力
更
生

な
ど
の
方
針
に
よ
っ
て
軍
事
顧
問
・
教
官
が
解
雇
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
と
、
こ
の

制
度
の
衰
微
と
の
因
果
関
係
を
も
明
ら
か
に
し
た
い
。

最
後
に
、「
清
国
応
聘
將
校
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
敢
え
て
一
言
し
て
お

き
た
い
。
こ
の
用
語
は
当
時
の
日
本
陸
軍
で
正
式
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
が
、
実
際
に
清
国
側
に
招
聘
さ
れ
て
い
た
の
は
將
校
に
止
ま
ら
ず
、
多
く
の
下

士
官
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
「
清
国
応
聘

將
校
」
の
代
わ
り
に
、
基
本
的
に
は
「
日
本
人
軍
事
顧
問
・
教
官
」
と
称
す
る
。

た
だ
し
、
文
脈
等
の
関
係
上
、
特
に
制
度
に
言
及
す
る
際
、「
清
国
応
聘
將
校
」

と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

第
一
章

清
国
応
聘
将
校
制
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
川
喜
多
事
件

第
一
節

日
本
人
軍
事
教
官
・
顧
問
の
情
報
蒐
集

周
知
の
ご
と
く
、
日
露
戦
争
前
後
の
数
年
間
、
日
清
関
係
は
だ
い
た
い
良
好
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
は
し
だ
い
に
悪
化
す
る
一
途
を
辿
っ
て
い
っ
た
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
そ
の
主
た
る
原
因
は
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
年
）
年
九
月
の
ポ
ー

ツ
マ
ス
条
約
、
及
び
同
年
一
二
月
の
満
洲
に
関
す
る
日
清
条
約
で
入
手
し
た
、
南

満
洲
に
お
け
る
日
本
の
既
得
権
益
を
巡
っ
て
、
日
清
両
国
が
展
開
す
る
外
交
談
判

上
の
駆
け
引
き
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
相
互
不
信
感
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

当
時
清
国
の
対
日
感
情
の
慢
性
悪
化
は
、
必
ず
し
も
政
府
側
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に

よ
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
関
東
州
租
借
地
で
暮
ら
し
て
い

た
人
々
も
、
日
本
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
満
鉄
を
利
用
し
て
い
た
人
々
も
、
新
た

に
南
満
洲
に
君
臨
す
る
日
本
の
高
圧
的
な
統
治
を
実
感
で
き
た
と
思
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
当
時
袁
世
凱
顧
問
の
坂
西
利
八
郎
（
一
八
七
〇
〜
一
九
四
七
）
の
意
見

に
よ
る
と
、
日
露
戦
後
の
日
清
関
係
悪
化
に
つ
い
て
は
、
現
地
の
満
洲
に
お
い
て
、

万
事
鷹
揚
な
ロ
シ
ア
人
と
異
な
っ
て
、
日
本
軍
は
き
び
し
く
、
些
事
に
ま
で
口
を

出
し
、
直
接
仕
事
を
や
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
商
人
も
入
り
込
む
な
ど
、
満
洲
の
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人
々
は
以
前
ほ
ど
儲
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
あ
っ

た
と
い
う
（
８
）
。

次
に
掲
げ
る
史
料
は
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）
五
月
一
二
日
、
清
国
駐

屯
軍
司
令
官
中
村
愛
三
が
陸
相
寺
内
正
毅
（
一
八
五
二
〜
一
九
一
九
）
に
提
出
し

た
「
駐
屯
軍
報
告
第
三
五
号
」
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
袁
を
始
め
と
す
る
清
国
当

局
者
が
満
洲
問
題
を
め
ぐ
っ
て
日
本
に
対
し
て
強
い
警
戒
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。

東
三
省
経
営
ニ
関
シ
徐
世
昌
ト
袁
世
凱
ト
ノ
商
議

本
月
四
日
東
三
省
新
総
督
徐
世
昌
ハ
下
津
直
ニ
総
督
衙
門
ニ
入
リ
即
夜
深
更

ニ
至
ル
マ
テ
袁
総
督
密
議
ヲ
凝
ラ
シ
其
間
陸
軍
部
ノ
鉄
（
良
、
筆
者
注
）
尚

書
、
奉
天
ノ
趙
（
爾
巽
、
同
）
将
軍
、
南
洋
大
臣
端
方
及
在
京
ノ
新
巡
撫
唐

（
紹
儀
、
奉
天
巡
撫

筆
者
注
）、
段
（
芝
貴
、
黒
龍
江
巡
撫

同
）
等
ニ
数

多
電
報
往
復
ヲ
ナ
シ
（
中
略
）
其
談
話
ノ
断
片
左
ノ
如
シ

袁
曰
ク

日
露
両
国
ノ
我
ニ
對
ス
ル
露
ハ
極
端
ノ
侵
畧
ヲ
方
針
ト
セ
シ
カ
此

ニ
諸
般
ノ
手
段
疎
雑
ニ
シ
テ
小
節
ニ
拘
泥
セ
ス
為
メ
ニ
外
ヨ
リ
之
ヲ
見
レ

ハ
直
接
我
主
権
ヲ
侵
害
ス
ル
コ
ト
尠
カ
リ
シ
反
之
日
本
ハ
列
国
ノ
嫌
忌
ヲ

避
ケ
ン
カ
為
メ
東
省
ノ
門
戸
開
放
領
土
保
全
ヲ
標
榜
ス
ル
モ
真
意
豫
測
ス

ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
其
一
事
ヲ
舉
ク
ル
毎
ニ
我
主
権
ト
相
容
レ
サ
ル
コ

ト
多
ク
常
ニ
交
渉
ノ
聲
ヲ
絶
タ
サ
ル
ナ
リ
前
者
ハ
固
ヨ
リ
畏
レ
テ
警
メ
サ

ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
後
者
亦
最
モ
憂
フ
ヘ
キ
モ
ノ
タ
リ
云
々
（
９
）

以
上
の
袁
の
談
話
を
吟
味
し
て
み
る
と
、
日
本
と
ロ
シ
ア
両
国
は
共
に
満
洲
に
対

す
る
野
望
を
抱
い
て
い
た
も
の
の
、
や
は
り
日
本
側
が
「
真
意
予
測
す
べ
か
ら
ざ

る
も
の
あ
り
」
と
見
な
さ
れ
、
ロ
シ
ア
と
比
べ
れ
ば
「
我
主
権
と
相
容
れ
ざ
る
こ

と
多
く
常
に
交
渉
の
声
を
絶
た
ざ
る
な
り
」
と
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
、

最
後
に
「
日
本
は
最
も
憂
う
べ
き
者
た
り
」
と
の
結
論
が
出
さ
れ
い
た
。

ま
た
、
東
三
省
総
督
た
る
徐
世
昌
（
一
八
五
六
〜
一
九
三
九
）
も
袁
の
意
見
に

追
従
し
、
施
政
の
視
点
か
ら
日
本
の
企
図
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

徐
曰
ク

日
本
ハ
関
東
都
督
府
ヲ
置
キ
臺
湾
施
政
ノ
方
針
ヲ
其
儘
金
州
半
島

ニ
移
シ
都
督
ハ
軍
務
、
行
政
、
司
法
ノ
諸
権
一
切
殆
ン
ト
本
国
政
府
ノ
掣

肘
ヲ
受
ケ
ス
シ
テ
機
宜
ニ
適
ス
ル
ノ
施
政
ヲ
ナ
シ
ツ
ゝ
ア
リ
ト
而
シ
テ
近

来
該
半
島
ノ
活
績
大
ニ
舉
リ
（
中
略
）
其
行
政
方
針
中
日
ノ
長
短
ヲ
取
捨

折
衷
シ
タ
リ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
漸
次
秩
序
ヲ
回
復
シ
住
民
悦
服
セ
リ
ト
（
１０
）

以
上
の
よ
う
に
、
徐
は
旅
順
・
大
連
を
中
心
と
す
る
関
東
州
租
借
地
の
植
民
地
台

湾
化
を
、
強
く
危
惧
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
日
露
戦
後
の

満
洲
問
題
を
巡
っ
て
、
日
清
双
方
の
対
立
は
激
し
く
な
っ
て
き
て
、
つ
い
に
相
互

不
信
の
境
地
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
時
期
の
日
本
人
軍
事
顧
問
と
教
官
た
ち
に
と
っ
て
、
変
化
し
つ
つ

あ
る
日
清
関
係
が
、
彼
ら
の
従
来
の
地
位
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
次
に
引
用
す
る
史
料
は
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）
三
月
二

八
日
東
京
砲
兵
工
廠
提
理
西
村
精
一
か
ら
陸
相
寺
内
に
提
出
し
た
文
書
で
あ
る
。

内
容
は
払
い
下
げ
兵
器
の
視
察
と
将
来
兵
器
売
込
み
の
た
め
に
華
南
方
面
へ
出
張

し
た
、
同
工
廠
小
銃
製
造
所
長
南
部
麒
次
郎
（
一
八
六
九
〜
一
九
四
九
）
が
帰
国

後
に
提
出
し
た
「
南
清
視
察
報
告
」
の
一
部
で
あ
る
。

（
マ
マ
）

七
、
応
聘
文
武
官
一
般
ノ
状
態
及
ヒ
将
来
ニ
於
ル
人

撰

上
ノ
注
意

応
聘
文
武
官
一
般
ノ
状
態
ヲ
単
簡
ニ
観
察
シ
タ
ル
処
ニ
由
レ
ハ
深
ク
清
人
ノ

信
頼
ヲ
受
ケ
其
内
機
ニ
参
與
ス
ル
者
ナ
ク
多
ク
ハ
純
粋
ナ
ル
軍
事
学
或
ハ
技

術
学
ノ
教
官
ニ
止
マ
ル
ガ
如
シ
故
ニ
内
情
通
セ
ス
意
見
行
ハ
レ
ス
未
タ
得
意

ノ
順
境
ニ
乗
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
見
ス
是
レ
最
モ
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ

元
来
清
人
ハ
一
旦
信
用
ス
ル
時
ハ
総
テ
ハ
機
密
ヲ
打
明
ケ
テ
相
談
ス
ル
ノ
風

ア
ル
由
ナ
レ
ハ
事
ヲ
成
サ
ン
ト
欲
セ
ハ
先
ツ
有
力
者
ノ
裏
門
ヲ
潜
リ
其
内
部
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ニ
出
入
セ
ザ
ル
可
ラ
ス
之
レ
ガ
為
メ
ニ
ハ
官
等
高
カ
ラ
ザ
ル
者
ニ
シ
テ
交
際

術
ニ
巧
ナ
ル
者
ヲ
撰
定
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ
官
等
高
キ
者
ハ
浅
学
無
能
ナ
ル
清

人
ノ
使
命
ス
ル
ヲ
憚
ル
処
応
聘
官
モ
亦
其
地
位
ヲ
重
ン
ジ
進
退
軽
捷
ナ
ラ
ガ

ル
結
果
益
々
隔
離
ヲ
生
シ
遂
ニ
敬
遠
策
ニ
懸
ル
ノ
風
ア
リ
（
元
武
昌
応
聘
武

官
タ
リ
シ
小
島
歩
兵
少
佐
ハ
能
ク
同
地
ノ
最
高
武
官
ニ
シ
テ
有
力
家
タ
ル
張

彪
ニ
取
リ
入
リ
機
密
ノ
相
談
ニ
参
與
シ
日
本
兵
器
供
給
モ
同
人
ノ
力
ニ
由
ル

コ
ト
多
カ
リ
シ
由
仝
人
帰
国
ノ
今
日
ハ
内
情
全
ク
不
明
ノ
由
）
応
聘
官
ノ
学

術
ニ
至
リ
テ
ハ
素
ヨ
リ
浅
学
ナ
ル
清
人
ヲ
相
手
ト
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
第
二
第

三
ニ
置
ク
モ
可
ナ
リ
ト
思
考
ス
（
１１
）
（
後
略
）

以
上
、
南
部
の
観
察
に
よ
る
と
、
日
露
戦
後
ほ
ぼ
二
年
後
の
そ
の
時
、
日
本
人

軍
事
顧
問
と
教
官
は
し
ば
ら
く
傭
聘
さ
れ
続
け
た
が
、
戦
争
中
に
燃
や
し
つ
つ

あ
っ
た
ロ
シ
ア
へ
の
敵
愾
心
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
友
好
的
ム
ー
ド
は
も
は
や

な
く
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
応
聘
文
武
官
吏
の
一
般
の
状
態
に
つ
い
て
、「
深

く
清
人
の
信
頼
を
受
け
其
の
内
部
機
密
に
参
与
す
る
者
な
く
多
く
は
純
粋
な
る
軍

事
学
或
い
は
技
術
学
の
教
官
に
止
ま
る
が
如
し
」
と
い
う
情
況
に
至
っ
て
、
内
情

に
通
じ
た
り
、
意
見
を
行
っ
た
り
で
き
る
軍
事
顧
問
と
教
官
は
実
は
そ
う
多
く
は

い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
人
軍
事
顧
問
・
教
官
は
清
国
か
ら
信
頼
が
得
ら
れ
な
く
な

り
、
彼
ら
を
通
し
て
情
報
蒐
集
を
行
う
の
は
、
益
々
困
難
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

よ
っ
て
い
ま
ま
で
そ
う
し
て
き
た
陸
軍
中
央
は
別
の
ル
ー
ト
を
探
さ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）
六
月
六
日
、
参
謀
総
長
奥
保
鞏
（
一

八
四
六
〜
一
九
三
〇
）
が
清
国
駐
屯
軍
司
令
官
中
村
愛
三
に
次
の
よ
う
な
訓
令
を

与
え
て
い
る
。

訓

令
一
、
将
来
の
状
勢
ヲ
慮
リ
目
下
ノ
場
合
ニ
於
テ
速
ニ
北
清
地
方
ノ
地
圖
ヲ

調
製
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
認
メ
今
回
將
校
以
下
十
一
名
ノ
測
量
技
術
者
ヲ

貴
軍
司
令
部
ニ
附
属
セ
シ
メ
ラ
ル

二
、
貴
官
ハ
此
技
術
者
ヲ
基
幹
ト
シ
テ
概
ネ
明
治
三
十
三
年
北
清
事
變
ノ

際
調
製
シ
タ
ル
五
万
分
一
迅
速
測
圖
ノ
精
度
ヲ
基
準
ト
シ
該
既
測
地

域
ニ
連
接
シ
テ
左
ノ
順
序
ニ
從
ヒ
迅
速
測
圖
ヲ
施
行
セ
シ
ム
ヘ
シ

（
マ
マ
）

（
中
略
）
其
測
地
區
域
ハ
既
ネ
別
紙
附
圖
ノ
通
リ

第
一
、
北
京
、
山
海
関
、
大
沽
間
ノ
地
域

第
二
、
北
京
、
保
定
、
河
間
、
大
沽
間
ノ
地
域

第
三
、
山
海
関
、
錦
州
間
ノ
地
域

三
、
測
圖
施
行
ハ
固
ヨ
リ
公
然
タ
ル
能
ハ
サ
ル
ヘ
ク
苟
モ
國
際
上
ノ
紛
議

ヲ
醸
成
ス
ル
カ
如
キ
コ
ト
ハ
勉
メ
テ
之
ヲ
避
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
之
カ

為
メ
ニ
ハ
適
宜
ノ
方
法
ヲ
講
シ
常
ニ
清
國
當
路
者
ノ
意
向
ヲ
洞
察
シ

且
ツ
列
國
ノ
注
意
ヲ
喚
起
セ
サ
ル
如
ク
動
作
ス
ル
ヲ
要
ス
又
在
北
京

我
公
使
及
公
使
館
附
武
官
竝
ニ
在
北
清
本
邦
傭
聘
将
校
ト
絶
ヘ
ス
連

絡
シ
テ
其
幇
助
ヲ
受
ク
ヘ
シ
（
１２
）
（
後
略
）

こ
の
史
料
か
ら
見
る
と
、
陸
軍
中
央
は
北
京
近
辺
に
お
け
る
交
通
の
要
地
の
地
図

測
量
工
作
を
、
北
京
駐
在
日
本
公
使
、
公
使
館
付
武
官
及
び
「
在
北
清
本
邦
傭
聘

将
校
」、
つ
ま
り
軍
事
顧
問
・
教
官
た
ち
の
協
力
の
下
で
遂
行
す
る
よ
う
、
清
国

駐
屯
軍
司
令
部
に
命
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
軍
事
関
連
の
情
報
蒐
集
が
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
そ
の
主
役
を
務
め
る
の
は
清
国
駐
屯
軍
で
あ
り
、
軍
事
顧

問
・
教
官
た
ち
は
脇
役
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

結
局
、
清
国
側
の
反
発
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
地
図
測
量
工
作
は
順
調
に
進

む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
年
）
六
月
一
五
日
、
清
国

駐
屯
軍
司
令
官
阿
部
貞
次
郎
は
陸
相
寺
内
に
、「
當
軍
測
圖
実
施
方
法
変
更
ニ
関

ス
ル
件
」
と
題
す
る
報
告
を
提
出
し
、
こ
の
作
業
が
遭
遇
し
た
清
国
官
憲
の
抗
議
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に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

當
軍
今
年
度
測
圖
ノ
為
メ
二
區
隊
ヲ
以
テ
従
来
実
施
シ
来
リ
シ
方
法
即
チ
名

目
ヲ
遊
歴
及
演
習
ニ
借
リ
テ
各
擔
任
測
地
ニ
入
ラ
シ
メ
測
圖
作
業
ヲ
実
施
セ

シ
メ
居
候
処
今
回
清
國
津
海
關
道
蔡
ヨ
リ
別
紙
寫
シ
（
譯
文
）
ノ
如
キ
抗
議

申
来
候
ニ
付
本
職
ハ
之
ニ
對
シ
乙
號
ノ
通
リ
回
答
シ
各
測
圖
部
隊
ニ
一
先
ツ

北
京
ニ
引
上
ケ
ヲ
命
候
一
昨
年
来
當
軍
ニ
於
テ
測
圖
ヲ
実
施
セ
シ
以
来
多
少

ノ
抗
議
ヲ
受
ケ
ツ
ツ
ア
リ
（
中
略
）
今
回
ノ
抗
議
ノ
如
キ
ハ
曩
キ
ニ
清
國
外

務
部
ヨ
リ
發
セ
シ
外
國
人
ノ
領
土
測
圖
ヲ
嚴
禁
セ
ヨ
ト
ノ
訓
令
ト
多
少
教
育

ヲ
受
ケ
タ
ル
巡
警
等
ノ
誇
大
ナ
ル
報
告
ト
ニ
ヨ
リ
テ
如
斯
情
況
ニ
至
リ
タ
ル

モ
ノ
ト
被
存
候
（
１３
）
（
後
略
）

そ
し
て
、
こ
の
測
量
作
業
の
難
航
に
鑑
み
、
今
後
駐
屯
軍
が
採
る
べ
き
対
応
方
法

と
実
施
手
段
の
変
更
に
つ
い
て
、
阿
部
は
次
の
よ
う
な
意
見
を
提
出
し
て
い
る
。

以
上
ノ
情
況
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
ヨ
リ
北
京
及
保
定
附
近
進
入
致
候
ヘ
ハ
益
々
地

方
官
憲
等
ノ
環
視
ス
ル
所
ト
ナ
リ
必
ス
諸
種
ノ
抗
議
ヲ
申
込
ミ
来
リ
遂
ニ
ハ

國
交
関
係
ヲ
生
ス
ル
事
ト
可
相
成
候
斯
ク
テ
ハ
到
底
従
前
ノ
方
法
ヲ
以
テ
ハ

我
目
的
ノ
達
成
覚
束
ナ
ク
ト
被
存
候
ニ
付
テ
ハ
將
來
ハ
勢
ヒ
測
圖
手
ヲ
シ
テ

変
装
セ
シ
メ
賣
藥
者
等
種
々
ノ
方
法
ニ
ヨ
リ
單
獨
旅
行
者
ト
ナ
シ
以
テ
純
然

タ
ル
秘
密
測
量
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
方
針
ニ
有
之
候

右
及
報
告
候
也
（
１４
）

つ
ま
り
、
地
図
測
量
作
業
を
順
調
に
進
め
る
た
め
、
変
装
、
一
人
旅
な
ど
の
隠
蔽

工
作
に
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
す
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
日
清
両
方

の
互
い
の
敵
対
意
識
が
募
る
な
か
、
遂
に
軍
機
保
護
問
題
を
め
ぐ
っ
て
川
喜
多
事

件
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。

第
二
節

軍
機
保
護
に
関
わ
る
川
喜
多
事
件
の
発
生

明
治
末
期
に
発
生
し
た
川
喜
多
事
件
は
、
当
時
日
清
両
国
の
猜
疑
し
合
う
関
係

に
つ
い
て
具
体
的
な
例
を
示
し
て
く
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
「
清
国
応
聘

將
校
」
制
度
に
お
け
る
人
事
慣
行
の
変
容
や
全
般
的
な
運
営
不
調
に
も
、
少
な
か

ら
ぬ
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
煩
わ
し
さ
を
厭
わ
ず

こ
の
事
件
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

川
喜
多
大
治
郎
（
陸
士
七
期
、
一
八
七
六
〜
一
九
〇
八
）
は
三
重
県
出
身
で
、

陸
軍
大
学
校
第
一
七
期
（
一
九
〇
三
年
、
明
治
三
六
年
卒
業
）
砲
兵
大
尉
の
官
等

で
卒
業
し
た
（
１５
）
。
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
年
）
四
月
に
陸
軍
省
軍
務
局
付
の
身
分

と
し
て
、
六
月
に
河
北
省
（
当
時
は
直
隷
省
）
の
保
定
に
赴
い
て
陸
軍
軍
官
学
堂

（
北
京
陸
軍
大
学
の
前
身
、
総
教
官
は
寺
西
秀
武
（
１６
）
）
の
軍
事
教
官
を
務
め
た
。
彼

は
張
寿
芝
と
い
う
清
国
人
風
の
名
前
と
変
名
し
、
弁
髪
を
蓄
え
て
、
常
に
「
支
那

服
」
を
着
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
１７
）
。

い
わ
ゆ
る
川
喜
多
事
件
と
は
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
八
月
一
日
、
彼

が
軍
機
保
護
法
違
反
の
罪
に
問
わ
れ
、
清
国
駐
屯
軍
憲
兵
隊
の
逮
捕
に
遭
っ
た
際

抜
刀
し
て
抵
抗
し
た
た
め
、
つ
い
其
の
場
で
射
殺
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
（
１８
）
。
同
月
、

川
喜
多
は
罪
跡
明
確
の
た
め
、
既
に
死
去
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
免
官
・
勲
位

功
級
剥
奪
と
い
う
厳
し
い
処
分
を
も
受
け
た
。

さ
て
、
川
喜
多
の
軍
機
保
護
法
違
反
の
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
事
件
は
川

喜
多
が
清
国
に
赴
く
前
に
、
彼
の
広
島
湾
要
塞
参
謀
兼
副
官
在
任
中
の
時
に
遡
ら

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
次
に
掲
げ
る
史
料
は
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
七

月
二
〇
日
、
第
五
師
団
参
謀
長
古
海
厳
潮
が
参
謀
本
部
総
務
部
長
岡
市
之
助
（
陸

士
旧
四
期
、
一
八
六
〇
〜
一
九
一
六
）
に
提
出
し
た
調
査
報
告
で
あ
る
。
そ
の
な

か
で
、
部
内
の
機
密
図
書
が
紛
失
し
た
こ
と
と
川
喜
多
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
九
年
中
廣
島
湾
要
塞
司
令
部
ニ
於
テ
参
謀
本
部
發
行
ニ
係
ル
秘
密
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圖
書
紛
失
ニ
付
取
調
ノ
結
果
別
紙
ノ
通
ニ
候
条
関
係
書
類
添
付
此
段
及
報
告

候
也

一
、
廣
島
湾
要
塞
司
令
部
保
管
ニ
係
ル
秘
密
圖
書
紛
失
目
録
別
紙
ノ
通
リ

四
、
捜
索
ノ
手
段
、
紛
失
ヲ
發
見
ス
ル
ト
共
ニ
司
令
官
ハ
同
要
塞
参
謀
桑
田

砲
兵
少
佐
及
同
副
官
柳
井
工
兵
大
尉
ヲ
シ
テ
其
捜
査
ニ
努
力
セ
シ
メ
タ

リ
其
結
果
仝
年
六
月
清
國
武
備
學
堂
ニ
應
聘
シ
タ
ル
元
要
塞
参
謀
砲
兵

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）

大
尉

河

喜
多
大

次

郎
カ
豫
テ
前
記
紛
失
ノ
圖
書
ヲ
使
用
シ
窃
ニ
携

行
渡
清
シ
タ
ル
ノ
形
跡
ヲ
認
メ
タ
ル
ヲ
以
テ
一
廣
島
憲
兵
隊
長
八
代
中

（
マ
マ
）

佐
ト
内
儀
シ
又
憲
兵
隊
長
ヨ
リ
河

喜
多
大
尉
ノ
現
住
地
タ
リ
シ
東
京

憲
兵
隊
ニ
内
報
シ
各
方
面
ヨ
リ
協
力
捜
査
ヲ
継
續
シ
以
テ
今
日
ニ
及
ヘ

リ
（
１９
）
（
後
略
）

つ
ま
り
、
川
喜
多
は
広
島
湾
要
塞
司
令
部
の
機
密
図
書
を
密
か
に
持
ち
出
し
て
清

国
に
赴
い
た
と
い
う
疑
い
が
も
た
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
七
月
三
日
、
広
島
憲
兵
隊
長
古
賀
要

三
郎
か
ら
第
五
師
団
長
木
越
安
綱
（
陸
士
旧
一
期
、
一
八
五
四
〜
一
九
三
二
）
に

提
出
し
た
報
告
に
よ
れ
ば
、
機
密
図
書
紛
失
に
関
し
て
川
喜
多
に
嫌
疑
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
は
、
な
お
一
層
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

三
、
同
断
川
喜
多
大
尉
カ
清
國
ニ
伴
ヒ
行
キ
タ
ル
書
生
某
ハ
或
ル
日
清
國
ニ

テ
川
喜
多
大
尉
ノ
命
ヲ
受
ケ
數
十
冊
ノ
戰
闘
詳
報
ノ
如
キ
書
籍
其
他
要

務
令
勤
務
令
ノ
如
キ
小
冊
子
ニ
捺
印
シ
ア
ル
官
印
様
ノ
印
ヲ
磨
リ
消
シ

タ
ル
コ
ト
ア
リ
（
其
文
字
ハ
廣
島
湾
要
塞
司
令
部
ノ
官
印
ナ
リ
シ
ヤ
否

ヤ
詳
ナ
ラ
ス
）

四
、
同
断
川
喜
多
大
尉
ハ
廣
島
在
勤
中
ハ
負
債
ア
リ
テ
蓄
財
ナ
カ
リ
シ
モ
清

國
ヨ
リ
歸
朝
後
東
京
府
下
中
野
村
ニ
約
千
坪
ノ
地
所
ヲ
有
シ
之
ニ
自
己

ノ
住
居
ト
貸
家
ヲ
新
築
シ
稍
贅
澤
イ
暮
シ
居
レ
リ
其
資
金
ノ
出
所
不
明

六
、
石
川
大
尉
ヨ
リ
ノ
内
報
ニ
川
喜
多
大
尉
歸
朝
ノ
際
戰
闘
詳
報
又
ハ
諸
勤

務
令
或
ハ
士
官
學
校
ノ
教
科
書
様
ノ
書
籍
ヲ
清
國
學
生
等
ニ
賣
却
シ
タ

ル
形
跡
ア
リ
其
一
分
ハ
買
収
シ
得
ラ
ル
ヽ
見
込
ア
リ
ト
（
２０
）

先
ほ
ど
の
史
料
か
ら
、
元
来
金
銭
の
工
面
が
つ
か
な
か
っ
た
川
喜
多
は
、
勤
務
先

の
清
国
保
定
か
ら
帰
国
後
は
一
変
し
て
裕
福
に
な
っ
て
、
住
居
を
手
に
入
れ
た
ば

か
り
で
な
く
、
貸
家
の
持
主
に
ま
で
成
り
上
が
っ
て
い
た
。
そ
の
資
金
の
出
所
は

不
明
だ
か
ら
こ
そ
、
川
喜
多
の
機
密
図
書
売
却
の
容
疑
が
一
向
に
晴
れ
そ
う
に
な

か
っ
た
。

そ
し
て
、
川
喜
多
が
機
密
図
書
を
持
ち
出
し
た
こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類
は
遂

に
出
て
き
た
。
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
八
月
二
日
、
す
な
わ
ち
川
喜
多
は

彼
を
逮
捕
し
よ
う
と
す
る
憲
兵
に
射
殺
さ
れ
た
日
の
翌
日
、
参
謀
本
部
付
の
身
分

と
し
て
清
国
に
派
遣
さ
れ
、
北
京
に
駐
在
し
て
い
た
松
井
石
根
（
陸
士
九
期
、
一

八
七
八
〜
一
九
四
八
）
は
、
参
本
総
務
部
長
た
る
岡
市
之
助
に
宛
て
た
電
報
の
な

か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

参
謀
本
部
岡
少
将
宛

在
北
京

松
井
大
尉

川
喜
多
大
尉
今
一
日
當
地
ニ
テ
我
憲
兵
ノ
手
ニ
逮
捕
セ
シ
モ
逮
捕
ニ
際
シ
極

力
抵
抗
シ
タ
ル
タ
メ
遺
憾
ナ
ガ
ラ
遂
ニ
之
ヲ
射
殺
セ
リ
後
チ
検
察
處
分
充
分

ナ
ル
ヲ
得
サ
ル
モ
押
収
シ
得
タ
ル
我
秘
密
書
類
及
支
那
陸
軍
側
ト
ノ
往
復
書

類
等
ニ
徴
ス
ル
モ
罪
跡
殆
ン
ト
疑
ナ
ク
官
位
勲
等
褫
奪
處
分
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ

ト
認
ム
遺
骸
ハ
明
日
当
地
ニ
テ
送
葬
シ
遺
骨
所
持
品
等
凡
テ
追
テ
貴
部
ニ
送

附
ス
ル
見
込
委
細
文
（
２１
）

右
に
引
用
し
た
史
料
の
「
押
収
し
得
た
る
我
秘
密
書
類
及
び
支
那
陸
軍
側
と
の

往
復
書
類
等
」
と
い
う
記
載
に
従
え
ば
、
川
喜
多
の
軍
機
保
護
法
違
反
は
、
清
国

陸
軍
側
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
同
じ
八
月
二
日
、
陸
相
寺
内

か
ら
在
清
臨
時
代
理
公
使
阿
部
守
太
郎
（
一
八
七
二
〜
一
九
一
三
）
に
宛
て
た
電
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報
の
な
か
に
、

（
マ
マ
）
河

喜
多
休
職
砲
兵
大
尉
軍
機
保
護
法
違
反
嫌
疑
ト
シ
テ
八
月
一
日
北
京
憲

兵
派
出
所
ヘ
同
行
ヲ
求
メ
ラ
レ
シ
處
同
大
尉
ハ
抜
刀
シ
極
力
抵
抗
シ
タ
ル
タ

メ
憲
兵
伍
長
ハ
已
ム
ヲ
得
ス
之
ヲ
射
殺
シ
タ
リ
其
所
持
ニ
係
ル
多
数
ノ
秘
密

図
書
ヲ
發
見
シ
タ
リ
ト
云
フ
猶
本
件
ニ
付
捜
査
ハ
継
續
ス
ヘ
キ
モ
自
然
外
國

人
又
ハ
外
國
官
憲
ニ
モ
関
係
ヲ
及
ホ
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
ニ
付
當
該
官
ハ
極
メ

テ
秘
密
ヲ
守
リ
ツ
ゝ
行
動
ス
ヘ
キ
旨
訓
令
ヲ
受
ケ
居
レ
リ
貴
官
モ
右
御
會
ノ

上
注
意
ア
リ
タ
シ
（
２２
）

と
あ
る
よ
う
に
、
陸
軍
中
央
は
既
に
こ
の
事
件
に
つ
い
て
「
捜
査
は
継
続
す
べ
き

も
自
然
外
国
人
又
は
外
国
官
憲
に
も
関
係
を
及
ぼ
す
こ
と
あ
る
べ
き
」
だ
と
知
っ

て
お
り
、
よ
っ
て
捜
査
に
当
た
る
官
憲
は
「
極
め
て
秘
密
を
守
り
つ
つ
行
動
す
べ

き
」
だ
と
訓
令
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
捜
査
に
対
す
る

清
国
側
の
妨
害
を
、
極
力
避
け
よ
う
と
す
る
陸
軍
中
央
の
意
図
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

で
は
、
川
喜
多
事
件
と
清
国
陸
軍
側
と
の
あ
い
だ
に
、
一
体
ど
の
よ
う
な
繋
が

り
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
史
料
は
、
こ
の
問
題
を
解
く
重
要
な
手
が
か

り
を
与
え
て
く
れ
る
。
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
八
月
七
日
、
清
国
駐
屯
軍

憲
兵
隊
長
那
須
太
三
郎
が
同
駐
屯
軍
司
令
官
中
村
愛
三
に
、「
軍
機
保
護
法
違
反

者
故
川
喜
多
砲
兵
大
尉
に
関
す
る
続
報
」
と
題
し
た
報
告
を
提
出
し
て
い
た
。
そ

の
中
で
は
、
川
喜
多
と
清
国
側
の
軍
事
当
局
者
と
の
人
脈
関
係
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

第
一
、
清
國
人
ニ
シ
テ
故
川
喜
多
大
尉
ト
關
係
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ

ル
ヽ
ハ
外
務
部
尚
書
袁
世
凱
、
清
國
陸
軍
各
學
堂
督
辧
段
祺
瑞
、
保

（

マ

マ

）

定
陸
軍
大
學
校
長
（
？
）
張
鴻
逵
、
清
國
陸
軍
部
軍
學
司
長
良
弼
、

軍
法
司
長
丁
士
源
、
陸
軍
部
許
秉
�
及
同
諮
議
官
丁
錦
外
韓
國
饒
、

魏
宗
瀚
、
張
連
芬
、
陳
久
運
、
李
炳
之
、
毛
継
成
、
李
玉
麟
、
張
慶

泰
、
劉
鴻
恩
ノ
各
武
官
ナ
リ

一
、
袁
世
凱
及
段
祺
瑞
ハ
川
喜
多
ヲ
秘
密
ニ
招
聘
シ
タ
ル
張
本
人
ナ
ラ
シ

ト
判
断
セ
ラ
ル
（
２３
）
（
後
略
）

こ
の
史
料
を
吟
味
す
る
と
、
川
喜
多
と
清
国
陸
軍
側
と
の
つ
な
が
り
の
大
体
が
わ

か
る
。
特
に
「
袁
世
凱
及
び
段
祺
瑞
は
川
喜
多
を
秘
密
に
招
聘
し
た
る
張
本
人
」

だ
と
明
ら
か
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
以
下
に
川
喜
多
と
袁
・
段
な
ど
と
の
付
き
合
い
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。
次
の
史
料
は
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
八
月
八
日
、
清
国

公
使
館
付
武
官
青
木
宣
純
（
一
八
五
九
〜
一
九
二
四
）
が
参
謀
総
長
奥
保
鞏
に
宛

て
た
電
報
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

此
次
調
査
ノ
結
果
ニ
縒
依
レ
ハ
諸
項
學
堂
督
辧
段
祺
瑞
ハ
川
喜
多
ノ
帰
朝
ニ

際
シ
特
ニ
書
ヲ
寄
セ
テ
其
功
勞
ヲ
賞
シ
且
ツ
夫
妻
ニ
腆
物
ヲ
贈
リ
タ
ル
コ
ト

ア
リ
テ
川
喜
多
ハ
今
尚
右
段
督
辧
ノ
書
状
并
其
寫
真
ヲ
金
櫃
底
ニ
秘
蔵
シ
ア

リ
シ
カ
如
キ
其
解
傭
帰
朝
ノ
後
依
然
頭
髪
ヲ
貯
ヘ
（
在
京
中
撮
影
セ
ル
寫
真

ニ
ヨ
リ
之
ヲ
証
ス
）
在
京
僅
ニ
數
ヶ
月
再
ヒ
北
清
ノ
地
ニ
来
リ
テ
直
ニ
此
ル

大
膽
不
敵
ノ
秘
密
業
務
ニ
従
事
シ
タ
ル
如
キ
以
テ
當
時
ニ
於
ル
段
祺
瑞
對
川

喜
多
間
ノ
関
係
ヲ
察
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
ク
爾
来
掩
京
一
年
有
余
彼
ハ
常
ニ
段
ノ

（
マ
マ
）

採

配
ニ
基
キ
此
種
ノ
業
務
ニ
談
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ハ
別
紙
保
定
陸
軍

軍
官
學
堂
監
督
張
鴻
逵
ノ
書
信
ニ
依
リ
テ
之
ヲ
證
明
シ
得
ヘ
ク
尚
是
等
ニ
ヨ

リ
テ
事
袁
世
凱
一
味
輩
下
ノ
事
業
ニ
属
シ
貴
胄
學
堂
総
辧
馮
國
璋
亦
之
レ
ニ

于
與
ス
ル
コ
ト
ヲ
察
シ
得
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
袁
世
凱
自
身
モ
亦
サ
ク
モ
既
ニ

其
情
ヲ
知
リ
ツ
ヽ
ア
リ
シ
コ
ト
ヲ
確
知
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
（
２４
）

右
の
史
料
で
は
、
川
喜
多
と
袁
世
凱
・
段
祺
瑞
（
一
八
六
五
〜
一
九
三
六
）・
馮

國
璋
（
一
八
五
九
〜
一
九
一
九
）
な
ど
、
す
な
わ
ち
当
時
清
国
陸
軍
の
精
鋭
部
隊
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で
あ
る
北
洋
陸
軍
の
将
領
た
ち
と
の
付
き
合
い
の
様
子
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い

る
。こ

れ
ま
で
引
用
し
た
史
料
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
側
は
川
喜
多
事
件

に
対
し
て
非
常
に
敏
感
に
反
応
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
は
、
川
喜

多
が
日
本
の
機
密
図
書
を
密
か
に
清
国
側
に
渡
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
機

密
図
書
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
前
掲
し
た
清
国
公
使
館
付
武

官
青
木
が
参
謀
総
長
奥
に
送
っ
た
電
報
の
な
か
で
は
、
川
喜
多
か
ら
押
収
さ
れ
た

所
持
品
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

押
収
所
持
品
中
軍
機
保
護
法
違
反
ト
認
ム
ヘ
キ
図
書
ハ
別
紙
圖
書
目
録
第
一

ニ
記
載
ス
ル
通
ニ
シ
テ
内
軍
制
兵
要
地
誌
、
隣
邦
兵
備
、
國
防
計
画
、
日
露

（
マ
マ
）

奉
天
戰
史
等
ニ
係
ル
川
喜
多
自
著
講

議

録
等
ヲ
検
ス
ル
ニ
殊
更
ニ
我
軍
事

ノ
機
密
ヲ
漏
洩
シ
タ
ル
ノ
形
跡
ナ
シ
ト
雖
其
原
稿
ハ
主
ト
シ
テ
我
陸
軍
大
学

校
ノ
講
授
筆
記
ニ
準
據
セ
シ
モ
ノ
ヽ
如
ク
我
軍
事
ノ
秘
密
事
項
ニ
係
ル
モ
ノ

尠
ナ
カ
ラ
ス
奉
天
戰
史
ノ
如
キ
ハ
全
ク
我
戰
闘
詳
報
ニ
基
キ
編
纂
シ
タ
ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
本
原
本
ハ
不
幸
之
ヲ
發
見
セ
ス
其
行
李
中
別
紙
圖
書
目
録
第
二
ヲ

發
見
セ
シ
コ
ト
ヲ
以
テ
見
レ
ハ
其
原
本
ハ
既
ニ
全
部
清
國
人
ノ
手
中
ニ
帰
セ

シ
モ
ノ
ト
想
像
セ
ラ
ル
（
２５
）
（
後
略
）

つ
ま
り
、
川
喜
多
は
少
な
か
ら
ぬ
日
本
陸
軍
の
機
密
図
書
や
、
戦
闘
詳
報
に
基
づ

い
て
編
纂
さ
れ
た
日
露
戦
史
な
ど
を
清
国
の
軍
事
当
局
者
に
手
渡
し
た
こ
と
が
容

易
に
推
察
で
き
る
。
川
喜
多
事
件
の
発
生
は
、
果
た
し
て
そ
の
後
の
日
清
外
交
関

係
や
軍
事
顧
問
・
教
官
の
招
聘
事
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
引
き

続
き
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

第
二
章

清
国
応
聘
将
校
制
度
に
関
す
る
変
容

第
一
節

川
喜
多
事
件
の
余
波
―
日
清
の
相
互
不
信

日
本
・
清
国
以
外
の
第
三
者
で
あ
る
欧
米
か
ら
、
川
喜
多
事
件
は
ど
う
見
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
九
月
一
四
日
、
清
国
駐
屯
軍

参
謀
磯
部
昌
朔
か
ら
、
陸
軍
大
臣
官
房
副
官
立
花
小
一
郎
（
一
八
六
一
〜
一
九
二

九
）
に
宛
て
た
「
新
聞
翻
訳
第
一
五
号
」
に
よ
る
と
、
当
時
清
国
に
駐
在
し
て
い

た
欧
米
側
の
新
聞
紙
に
は
、
川
喜
多
事
件
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
内
容
の
評
論
が

掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

日
本
軍
人
ニ
関
ス
ル
論
評
（
八
月
二
八
日
エ
コ
ー
ド
シ
イ
ヌ
）

日
本
ハ
優
秀
ナ
ル
國
粹
ニ
汚
點
ヲ
印
シ
タ
リ
仝
國
ハ
獨
リ
其
腐
敗
セ
ル
軍
人

ヲ
有
ス
ル
ニ
止
マ
ラ
ス
最
モ
甚
シ
キ
ハ
軍
隊
ノ
将
校
中
ニ
賣
國
奴
ヲ
出
セ
リ

（
中
略
）
又
最
近
ノ
報
道
ニ
由
レ
ハ
北
京
ニ
住
居
シ
タ
ル
休
職
砲
兵
大
尉
川

喜
多
ナ
ル
者
露
國
及
ヒ
支
那
将
校
ニ
陸
軍
機
密
書
類
ヲ
賣
却
シ
タ
ル
ヲ
以
テ

告
發
セ
ラ
レ
萬
國
公
報
ニ
モ
拘
ラ
ス
日
本
兵
ノ
手
ニ
テ
之
ヲ
逮
捕
シ
其
場
ニ

テ
殺
シ
タ
リ
如
上
記
ス
ル
所
ノ
外
尚
ホ
他
ニ
種
々
ノ
事
ア
ル
ヘ
キ
ハ
好
シ
仝

國
人
ノ
口
ヨ
リ
出
サ
ル
モ
吾
人
ノ
証
ス
ル
所
ト
ナ
ス
之
レ
日
本
軍
隊
ノ
名
譽

ヲ
傷
ク
ル
者
ト
云
フ
ヘ
シ
（
２６
）
（
後
略
）

つ
ま
り
、
欧
米
新
聞
紙
は
こ
の
事
件
を
日
本
陸
軍
の
不
祥
事
と
見
な
し
て
い
た
に

違
い
な
い
。

ま
た
、
こ
の
事
件
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
清
国
側
は
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
八

月
八
日
に
、
清
国
公
使
館
付
武
官
青
木
宣
純
よ
り
参
謀
総
長
奥
保
鞏
に
宛
て
た
電

報
の
な
か
で
は
、
こ
の
件
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

五
、
本
事
件
ニ
伴
フ
外
交
上
ノ
交
渉
并
一
般
ノ
風
評

川
喜
多
逮
捕
當
時
ノ
概
況
ハ
既
ニ
記
述
セ
ル
カ
如
ク
我
警
察
権
ノ
違
法
行
使

ト
シ
テ
聊
カ
國
際
法
違
反
ノ
廉
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ハ
已
ム
ヲ
得
サ
ル
所
ニ
シ
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テ
清
國
外
務
部
ハ
之
レ
ニ
関
シ
數
日
前
我
公
使
ニ
抗
議
ヲ
提
出
シ
責
任
者
ノ

處
罰
ヲ
要
求
シ
来
リ
シ
ニ
付
我
代
理
公
使
（
阿
部
守
太
郎

筆
者
注
）
ハ
一

方
公
文
ヲ
以
テ
之
レ
カ
弁
駁
ヲ
試
ム
ル
ト
共
ニ
別
ニ
裏
面
ヨ
リ
外
務
部
員
ニ

警
告
シ
事
ノ
両
國
軍
事
外
交
ニ
関
聯
シ
徒
ラ
ニ
声
ヲ
大
ニ
ス
ル
ノ
彼
我
國
交

ニ
利
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
シ
未
タ
其
回
答
ニ
接
セ
サ
ル
モ
本
件
ハ
陸
軍
部

側
ニ
於
テ
モ
既
ニ
是
レ
カ
揉
消
運
動
ニ
着
手
シ
タ
ル
形
跡
ア
リ
（
２７
）
（
後
略
）

す
な
わ
ち
、
川
喜
多
を
逮
捕
し
よ
う
と
す
る
際
の
、
清
国
駐
屯
軍
憲
兵
隊
の
警
察

権
の
「
違
法
行
使
」
に
清
国
外
務
部
は
不
快
感
を
覚
え
、
直
ち
に
代
理
公
使
阿
部

に
抗
議
を
入
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
川
喜
多
事
件
の
直
接
関
係
者
と
も
言
う
べ

き
清
国
陸
軍
部
は
、
こ
れ
以
上
両
国
の
関
係
に
差
し
支
え
を
来
さ
な
い
た
め
に
も
、

既
に
事
件
を
揉
み
消
そ
う
と
動
き
始
め
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
清
国
側
は
川
喜
多
事
件
に
対
す
る
不
快
感
に
駆
り
立
て
ら
れ
、
つ
い

に
報
復
措
置
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
九
月
一
五
日
、

清
国
駐
屯
軍
司
令
官
中
村
愛
三
が
、
陸
相
寺
内
正
毅
に
宛
て
た
「
清
国
駐
屯
軍
報

告
第
三
五
号
」
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
、
清
國
應
聘
文
武
官
ニ
関
ス
ル
件

今
回
清
國
學
部
（
文
部
省
に
相
当
す
る
機
構

筆
者
注
）
ニ
於
テ
應
聘
文
武

官
ノ
契
約
ニ
付
キ
應
聘
規
定
ヲ
設
ケ
従
来
區
々
ナ
ル
契
約
ノ
下
ニ
雇
用
シ
タ

ル
ヲ
一
齊
ニ
改
正
セ
ン
ト
シ
ツ
ヽ
ア
リ
而
シ
テ
我
一
、
應
聘
武
官
ニ
清
暦
八

月
八
日
附
ヲ
以
テ
保
定
段
祺
瑞
ヨ
リ
新
ナ
ル
應
聘
契
約
規
定
ニ
依
り
更
ニ
継

續
契
約
ス
可
キ
旨
申
越
セ
ハ
ト
云
フ
該
規
定
ニ
依
レ
ハ
従
来
ノ
契
約
条
件
ニ

多
少
ノ
修
正
ヲ
加
ヘ
タ
ル
ニ
過
キ
サ
ル
ガ
如
シ
ト
雖
モ
其
條
文
中
一
、
住
宅

料
ハ
特
ニ
支
給
セ
ス
二
、
公
務
ニ
基
因
シ
病
死
傷
シ
タ
ル
時
ニ
ハ
二
ヶ
月
乃

至
四
ヶ
月
（
従
来
ハ
六
ヶ
月
ナ
□
ト
）
ノ
俸
給
ヲ
特
ニ
支
給
ス
ト
改
正
セ
リ

三
、
十
五
日
以
上
欠
勤
ノ
場
合
ニ
ハ
代
人
ヲ
置
キ
教
習
ニ
當
ラ
シ
ム
ル
コ
ト

□
ニ
此
場
合
ニ
於
テ
ハ
俸
給
ヲ
半
減
ス
ル
コ
ト
四
、
三
ヶ
月
以
上
休
業
ス
ル

者
ハ
解
雇
ス
ベ
シ
等
ノ
改
正
要
点
ア
リ
テ
以
前
ヨ
リ
應
聘
中
ノ
者
ニ
對
シ
テ

ハ
其
待
遇
冷
淡
ト
ナ
レ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
聊
カ
軽
侮
シ
タ
ル
嫌
ア
リ
（
中
略
）

兎
ニ
角
川
喜
多
事
件
以
来
陸
軍
學
堂
督
辧
段
ノ
處
置
ハ
幾
分
カ
我
應
聘
武
官

ニ
對
シ
報
復
的
ニ
出
テ
ツ
ヽ
ア
ル
ガ
如
ク
観
察
セ
ラ
ル
又
在
保
定
二
、
三
ノ

我
武
官
中
ニ
ハ
暑
中
休
暇
中
山
西
旅
行
ノ
際
測
図
ヲ
ナ
シ
且
ツ
素
日
清
軍
ノ

秘
密
ヲ
自
國
ニ
通
報
ス
ル
ノ
廉
ヲ
以
テ
解
傭
セ
ン
ト
企
テ
ツ
ヽ
ア
ル
ノ
風
聞

ヲ
耳
ニ
ス
（
２８
）

右
に
引
用
し
た
史
料
の
と
お
り
、
川
喜
多
事
件
以
後
、
清
国
側
が
日
本
人
軍
事
顧

問
・
教
官
に
対
し
て
報
復
措
置
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
り
具

体
的
に
言
え
ば
、
ま
ず
第
一
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
軍
事
顧
問
・

教
官
に
対
す
る
待
遇
の
改
悪
で
あ
り
、
そ
し
て
次
に
は
軍
事
顧
問
・
教
官
へ
の
規

制
強
化
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
軍
事
顧
問
・
教
官
に
対
す
る
待
遇
改
悪
・
規
制
強
化
を
行
う
一

方
、
清
国
側
は
川
喜
多
事
件
に
鑑
み
、
軍
機
保
護
の
た
め
に
法
律
を
制
定
し
た
の

で
あ
る
。
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
一
一
月
三
〇
日
、
外
務
省
政
務
局
が
編

纂
し
た
「
清
国
時
報

第
四
六
号
」
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

（
三
）
軍
事
機
密
漏
洩
懲
治
章
程
（
一
一
月
九
日
政
治
官
報
）

陸
軍
部
ハ
軍
紀
振
肅
ノ
目
的
ヲ
以
テ
軍
事
機
密
漏
洩
懲
治
章
程
、（
中
略
）

陸
軍
監
獄
章
程
ヲ
定
メ
九
月
二
六
日
裁
可
ヲ
得
タ
リ
今
其
中
ノ
軍
事
機
密
漏

洩
懲
治
章
程
ヲ
左
ニ
譯
載
ス

第
一
條

此
章
程
ハ
軍
事
上
ノ
機
密
ヲ
漏
洩
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
懲
治
ス
ル
為
ニ

設
ケ
全
國
水
陸
軍
人
民
等
ニ
適
用
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
凡
ソ
記
載
ス
ル

所
ノ
各
條
ニ
違
犯
ス
ル
モ
ノ
ハ
皆
ナ
此
章
程
ニ
照
ラ
シ
テ
處
罰
ス

ヘ
シ
（
中
略
）
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第
六
條

職
務
上
掌
管
或
ハ
承
辧
ス
ル
所
ノ
軍
事
秘
密
圖
畫
文
書
等
ヲ
一
人

以
上
ニ
洩
告
シ
或
ハ
交
付
ス
ル
モ
ノ
ハ
罪
情
ノ
輕
重
ニ
依
リ
二
十

年
以
上
ノ
監
禁
刑
ニ
處
ス
他
人
ノ
請
托
ヲ
受
ケ
或
ハ
人
ノ
賄
賂
ヲ

受
ク
ル
モ
ノ
ハ
戒
嚴
時
及
戰
時
ニ
於
テ
ハ
均
シ
ク
死
刑
ヲ
科
ス
其

ノ
受
ク
ル
所
ノ
賄
賂
ハ
官
ニ
没
収
ス
（
２９
）
（
後
略
）

つ
ま
り
、
清
国
陸
軍
部
は
軍
事
機
密
漏
洩
に
関
す
る
懲
治
章
程
を
制
定
し
、
朝
廷

の
裁
可
の
も
と
で
発
布
し
た
。
前
掲
し
た
法
令
の
発
布
は
、
川
喜
多
事
件
の
発
生

か
ら
わ
ず
か
二
ヶ
月
後
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
事
件
を
重
く
見
た
清
国
側
は
軍
機

保
護
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
適
切
な
処
置
を
取
り
始
め
た
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
清
国
側
の
出
方
に
対
し
て
、
日
本
側
が
採
っ
た
対
応
策
に
つ
い
て
も
考

察
し
て
い
こ
う
。
川
喜
多
事
件
一
週
間
後
の
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
八
月

八
日
、
清
国
公
使
館
付
武
官
青
木
が
こ
の
事
件
に
鑑
み
、
今
後
の
取
る
べ
き
対
応

策
を
勘
案
し
、
参
謀
総
長
奥
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

日
常
親
日
主
義
ヲ
標
榜
ス
ル
良
弼
等
一
部
留
學
生
連
ハ
本
件
ノ
發
覺
ニ
関
聯

シ
延
イ
テ
我
當
局
及
應
聘
武
官
等
ノ
感
情
ヲ
害
ス
ヘ
キ
コ
ト
ニ
付
聊
カ
憂
慮

シ
ツ
ヽ
ア
ル
ヲ
以
テ
本
件
ノ
出
来
ハ
偶
マ
以
テ
将
來
彼
我
軍
事
ノ
連
絡
折
衝

ニ
好
影
響
ヲ
来
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
ク
一
方
我
應
聘
将
校
ヲ
シ
テ
安
ン
シ
テ
其
業

務
ニ
鞅
掌
セ
シ
メ
ン
ニ
ハ
將
來
其
業
務
ノ
執
行
ニ
関
シ
特
ニ
我
當
局
ヨ
リ
詳

細
ナ
ル
訓
示
標
準
ヲ
與
ヘ
且
ツ
其
取
締
法
ニ
就
キ
更
ニ
一
層
ノ
注
意
ヲ
倍
□

セ
ラ
レ
ン
コ
ト
希
望
ノ
至
リ
ニ
堪
エ
ス
（
３０
）

右
に
引
用
し
た
史
料
の
後
半
部
の
、
招
聘
軍
事
顧
問
・
教
官
に
「
詳
細
な
る
訓
示

標
準
を
与
」
え
よ
う
と
い
う
提
案
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、
一
九
〇
九
年
（
明
治

四
二
年
）
四
月
、
陸
軍
省
軍
務
局
長
長
岡
外
史
（
陸
士
旧
二
期
、
一
八
五
八
〜
一

九
三
三
）
が
清
国
応
聘
将
校
及
び
そ
れ
に
相
当
す
る
者
に
対
し
て
、
陸
軍
中
央
か

ら
の
秘
密
漏
洩
防
止
に
関
す
る
訓
示
を
与
え
る
際
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

軍
國
ノ
事
祕
密
ヲ
嚴
守
ス
ヘ
キ
ハ
固
ヨ
リ
論
ヲ
俟
タ
サ
ル
所
ニ
シ
テ
之
カ
漏

洩
ハ
帝
國
陸
軍
ノ
施
設
ニ
至
大
ノ
影
響
ヲ
来
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
延
テ
帝
國
ノ
安

危
ニ
関
係
ヲ
及
ホ
ス
コ
ト
ナ
シ
ト
セ
ス
苟
モ
身
ヲ
軍
籍
ニ
置
ク
者
ハ
其
職
務

ト
境
遇
ノ
如
何
ニ
拘
ラ
ス
之
カ
漏
洩
防
止
ニ
ツ
キ
居
常
周
到
ナ
ル
注
意
ト
厳

密
ナ
ル
警
戒
ヲ
為
ス
ヲ
要
ス
殊
ニ
清
國
政
府
應
聘
者
ハ
四
圍
ノ
状
況
ニ
於
テ

内
地
勤
務
者
ト
趣
ヲ
異
ニ
シ
其
言
動
ハ
些
事
片
件
ノ
微
ト
雖
直
ニ
他
國
人
ヲ

シ
テ
我
陸
軍
ノ
状
態
ヲ
窺
知
セ
シ
ム
ル
ノ
好
資
料
ヲ
穫
取
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ

ル
カ
故
ニ
應
聘
者
タ
ル
モ
ノ
ハ
互
ニ
相
戒
メ
協
同
一
致
以
テ
祕
密
漏
洩
ノ
豫

防
ニ
ツ
キ
特
ニ
一
層
ノ
留
意
ヲ
要
ス
然
ル
ニ
應
聘
者
中
學
生
教
授
ニ
當
リ
細

心
ノ
注
意
ヲ
欠
キ
タ
ル
為
往
々
不
知
不
識
ノ
間
機
密
事
項
ヲ
口
外
シ
遂
ニ
外

間
ニ
漏
洩
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
聞
ク
豈
戒
心
ス
ヘ
キ
コ
ト
ニ
ア
ラ
ス
ヤ
（
３１
）

要
す
る
に
、
陸
軍
中
央
は
清
国
政
府
に
招
聘
さ
れ
た
軍
事
顧
問
・
教
官
に
対
し
て
、

今
後
「
互
に
相
戒
め
協
同
一
致
を
以
て
祕
密
漏
洩
の
予
防
に
つ
き
特
に
一
層
の
留

意
を
要
す
」
と
指
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
清
間
に
お
け
る
軍
事
機
密
の
問
題
は
、
こ
れ
で
順
調
に
解

決
す
る
わ
け
が
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
先
ほ
ど
引
用
し
た
史
料
の
な
か
で
、
軍
務

局
長
長
岡
が
招
聘
顧
問
・
教
官
に
秘
密
漏
洩
防
止
の
訓
示
を
与
え
る
際
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

且
近
来
我
軍
隊
學
校
ニ
留
學
セ
ル
清
國
學
生
ニ
シ
テ
機
密
圖
書
ヲ
窃
取
シ
又

ハ
之
ヲ
謄
写
シ
タ
ル
者
ア
リ
是
レ
清
國
ノ
我
軍
事
機
密
ノ
探
究
ニ
力
メ
ツ
ヽ

ア
ル
ノ
証
左
ニ
シ
テ
日
常
清
國
人
ノ
間
ニ
伍
シ
執
務
セ
ル
應
聘
者
ニ
在
リ
テ

ハ
此
際
一
層
ノ
警
戒
ヲ
要
ス
況
ヤ
一
旦
清
國
人
ノ
窺
知
シ
タ
ル
事
項
ハ
直
ニ

他
諸
強
國
ノ
間
ニ
傳
播
セ
ラ
レ
其
影
響
ス
ル
所
圖
リ
知
ラ
レ
サ
ル
モ
ノ
ア
ル

ニ
於
テ
オ
ヤ
各
官
能
ク
如
上
ノ
趣
旨
ヲ
体
シ
事
苟
モ
軍
機
ノ
祕
密
ニ
渉
ル
ヘ

シ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ハ
自
ラ
之
ヲ
口
外
セ
サ
ル
ハ
勿
論
居
常
厳
密
ナ
ル
注
意
ヲ
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以
テ
其
漏
洩
ヲ
防
止
ス
ル
ト
共
ニ
同
一
地
ニ
服
務
セ
ル
准
士
官
以
下
ヲ
厳
ニ

戒
飭
シ
以
テ
遺
憾
ナ
カ
ラ
シ
メ
ム
コ
ト
ヲ
期
ス
ヘ
シ

右
内
訓
ス
（
３２
）
（
後
略
）

右
の
史
料
の
最
初
の
部
分
に
は
、「
近
来
我
軍
隊
学
校
に
留
学
せ
る
清
国
学
生
に

し
て
機
密
図
書
を
窃
取
し
又
は
之
を
謄
写
し
た
る
者
あ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
川

喜
多
事
件
は
日
清
両
国
の
外
交
交
渉
上
の
攻
防
戦
を
も
惹
起
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
一
例
を
挙
げ
て
見
て
お
こ
う
。
次
の
史
料
は
、
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二

年
）
五
月
一
七
日
、
清
国
公
使
館
付
武
官
青
木
が
参
謀
次
長
福
島
安
正
（
一
八
五

二
〜
一
九
一
九
）
に
宛
て
た
電
報
で
あ
る
。

清
國
學
生
機
密
圖
書
窃
盗
事
件
ニ
付
陸
軍
部
侍
郎
（
陸
軍
次
官

筆
者
注
）

姚
錫
光
昨
日
小
官
ヲ
訪
ヒ
事
情
ヲ
具
シ
特
別
寛
大
ナ
ル
處
置
ニ
出
テ
ラ
レ
ン

コ
ト
ヲ
依
頼
シ
出
タ
ル
ニ
付
小
官
ハ
事
法
律
上
ノ
問
題
ニ
属
シ
如
何
ト
モ
ス

ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
断
然
之
ヲ
拒
絶
セ
リ
念
ノ
為
メ
報
告
ス
又
参
考
ノ

為
メ
本
件
事
情
詳
細
至
急
御
通
報
ア
リ
タ
シ
（
３３
）

つ
ま
り
、
日
本
国
内
で
発
生
し
た
清
国
陸
軍
留
学
生
の
機
密
図
書
窃
盗
事
件
に
対

し
、
清
国
の
陸
軍
次
官
に
当
た
る
姚
錫
光
は
青
木
を
訪
ね
て
寛
大
な
処
置
を
求
め

て
い
た
が
、
法
律
上
の
問
題
を
理
由
に
し
て
青
木
に
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。そ

の
後
、
こ
の
清
国
陸
軍
留
学
生
に
対
す
る
わ
だ
か
ま
り
は
、
つ
い
陸
軍
中
央

の
清
国
将
校
留
学
生
に
関
す
る
教
育
方
針
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
例
え
ば
、
一

九
一
一
年
（
明
治
四
四
年
）
一
月
一
九
日
、
陸
軍
次
官
石
本
新
六
（
一
八
五
四
〜

一
九
一
二
）
か
ら
教
育
総
監
部
本
部
長
本
郷
房
太
郎
（
陸
士
旧
三
期
、
一
八
六
〇

〜
一
九
三
一
）
へ
の
通
牒
案
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

次
官
ヨ
リ
教
育
総
監
部
本
部
長
ヘ
通
牒
案

陸
軍
砲
工
學
校
ニ
入
學
ヲ
許
可
セ
ル
清
國
将
校
學
生
ニ
對
シ
テ
ハ
軍
機
保
護

上
ノ
要
求
ニ
基
キ
別
紙
ノ
要
領
ニ
依
リ
教
授
相
成
度
此
段
及
通
牒
候
也

（
別
紙
）
陸
軍
砲
工
學
校
在
学
中
ノ
清
国
将
校
學
生
教
授
上
秘
密
事
項
ニ
関

シ
注
意
ス
ヘ
キ
件

第
一

戦
術

學
生
ニ
教
授
シ
差
支
ナ
キ
軍
事
機
密
ハ
左
ノ
範
圍
ニ
止
ル
ヲ
要
ス

普
通
兵
種
ノ
行
軍
長
径
、
集
合
地
幅
員
及
常
設
團
隊
配
置
ニ
依
リ
察
知
シ
得

ル
部
隊
ノ
編
號
合
及
編
成

第
二

砲
工
學
校
教
程
中
秘
密
ニ
附
ス
ヘ
キ
事
項

其
一
、
砲
兵
學
（
九
ヶ
條
、
内
容
は
略
す

筆
者
注
）

其
二
、
工
兵
學

イ
、
築
城
學

ロ
、
交
通
學

ハ
、
土
木
學

（
内
容
そ
れ
ぞ
れ
略
す

筆
者
注
）
（
３４
）

以
上
の
よ
う
に
、
陸
軍
砲
工
学
校
に
与
え
た
軍
機
保
護
上
の
指
示
、
及
び
清
国
将

校
学
生
の
教
育
に
お
け
る
秘
密
事
項
の
制
限
は
、
正
に
川
喜
多
事
件
以
後
の
、
清

国
に
対
す
る
日
本
側
の
不
信
感
を
浮
彫
に
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
川
喜
多
事
件
の
後
、
清
国
応
聘
將
校
制
度
に
変
更
の
動
き
が
見
ら
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
二
節

応
聘
將
校
制
度
が
志
願
制
か
ら
派
遣
制
へ
の
変
容

既
述
し
た
よ
う
に
、
川
喜
多
事
件
を
契
機
に
し
て
、
そ
の
後
日
清
両
国
は
軍
事

諜
報
を
巡
っ
て
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
惹
起
し
、
外
交
上
に
お
い
て
攻
防
戦
を
展
開

さ
せ
た
外
、
両
国
の
応
聘
将
校
に
関
す
る
政
策
の
決
定
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を

及
ぼ
し
た
。
清
国
側
に
つ
い
て
は
、
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
軍
事
顧
問
・
教
官

へ
の
待
遇
改
悪
・
規
制
強
化
が
そ
の
著
し
い
例
で
あ
る
。

そ
の
一
方
、
日
本
側
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
陸
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軍
中
央
が
清
国
応
聘
将
校
制
度
を
元
来
の
志
願
制
か
ら
派
遣
制
に
変
更
す
る
と
い

う
、
人
事
慣
行
上
の
方
針
転
換
で
あ
る
。
史
料
の
上
か
ら
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

が
そ
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
。
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
年
）
一
月
二
六
日
、
陸
軍

省
軍
務
局
（
長
、
長
岡
外
史
）
軍
事
課
（
長
、
田
中
義
一
、
陸
士
旧
八
期
、
一
八

六
四
〜
一
九
二
九
）
が
陸
普
第
二
七
五
号
を
も
っ
て
、
参
謀
本
部
の
意
見
を
求
め

る
べ
く
移
牒
し
た
内
議
案
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
マ
マ
）

参
謀
総
長
へ
御
内
議

按

従
来
陸
軍
武
官
ノ
清
国
政
府
ニ
應
聘
ス
ル
ハ
各
人
ノ
志
願
ニ
依
リ

允
裁
ヲ

經
テ
之
ヲ
許
可
シ
其
招
聘
ニ
應
ス
ル
コ
ト
ト
相
成
居
候
処
将
来
ハ
外
国
駐
在

員
ノ
例
ニ
準
シ
其
人
選
ヲ
慎
重
ニ
シ
命
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
派
遣
ス
ル
必
要
ア
リ

ト
認
メ
候
ニ
付
其
準
備
ト
シ
テ
豫
メ
各
所
管
長
官
ヲ
シ
テ
別
紙
要
旨
ニ
依
リ

該
候
補
者
ヲ
選
定
セ
シ
メ
来
二
月
盡
日
迄
ニ
候
補
名
簿
ニ
考
科
表
寫
（
下
士

ニ
在
リ
テ
ハ
考
科
表
写
及
兵
籍
写
）
ヲ
添
ヘ
當
省
ヘ
呈
出
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト

致
度
及
内
議
候
也

追
テ
本
文
ノ
通
決
定
ノ
上
ハ
貴
部
ニ
於
テ
モ
候
補
者
選
定
ノ
上
右
期
限
内
ニ

移
牒
相
成
度
□
添
候
（
３５
）

以
上
の
史
料
か
ら
、
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
陸
軍
省
は
、
従
来
陸
軍
中
央
の

清
国
応
聘
将
校
制
度
を
、「
志
願
に
依
り
、
允
裁
を
経
て
之
を
許
可
す
」
と
い
う

志
願
制
か
ら
、「
外
国
駐
在
員
の
例
に
準
じ
其
の
人
選
を
慎
重
に
し
命
令
を
以
て

之
を
派
遣
す
る
」
と
い
う
派
遣
制
に
変
更
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

い
よ
い
よ
日
本
側
の
応
聘
将
校
に
関
す
る
人
事
慣
行
上
の
方
針
転
換
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
陸
軍
省
軍
務
局
軍
事
課
か
ら
移
牒
さ
れ
た
内
議
案
に
つ
い
て
は
、
同
年
二

月
一
六
日
、
参
謀
総
長
奥
保
鞏
は
陸
相
寺
内
正
毅
に
、

陸
普
第
二
七
五
號
ヲ
以
テ
将
来
清
國
政
府
ノ
招
聘
ニ
應
ス
ル
陸
軍
武
官
ノ
取

扱
並
該
候
補
者
選
定
ニ
関
シ
内
議
ノ
趣
異
存
無
之
候
也
（
３６
）

と
回
答
し
、
賛
意
を
表
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
前
述
し
た
省
部
内
議
の
結
果
に
基
づ
き
、
陸
軍
次
官
石
本
新
六
は
二

月
二
一
日
に
、
陸
普
第
六
四
七
号
を
も
っ
て
台
湾
総
督
佐
久
間
左
馬
太
（
一
八
四

四
〜
一
九
一
五
）、
韓
国
駐
箚
軍
司
令
官
大
久
保
春
野
（
一
八
四
六
〜
一
九
一
五
）、

関
東
都
督
大
島
義
昌
（
一
八
五
〇
〜
一
九
二
六
）、
各
師
団
長
、
陸
軍
省
内
各
局

長
（
法
務
局
を
除
く
）、
直
轄
官
衙
及
び
学
校
長
、
清
国
駐
屯
軍
司
令
官
阿
部
貞

次
郎
（
陸
士
旧
五
期
）、
東
京
衛
戍
総
督
川
村
景
明
（
一
八
五
〇
〜
一
九
二
六
）、

教
育
総
監
部
本
部
長
本
郷
房
太
郎
な
ど
に
内
牒
案
を
発
し
、
そ
の
中
で
「
別
紙
要

旨
ニ
依
リ
該
候
補
者
選
定
ノ
上
来
三
月
尽
日
迄
ニ
候
補
名
簿
ニ
考
科
表
写
ヲ
添
ヘ

大
臣
宛
進
達
相
成
度
（
た
だ
し
、
教
育
総
監
部
本
部
長
宛
て
の
も
の
の
み
は
「
進

達
」
が
「
移
牒
」
と
な
っ
て
い
る

筆
者
注
）」
と
あ
る
（
３７
）
。
ま
た
、
そ
の
選
定
の

条
件
に
つ
い
て
は
、
別
紙
要
旨
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

清
國
政
府
應
聘
（
紙
上
に
應
聘
を
派
遣
に
変
更

筆
者
注
）
武
官
候
補

者
選
定
ノ
要
旨

一
、
候
補
者
ハ
身
体
強
健
、
勤
務
精
勵
、
操
行
高
尚
、
學
術
優
秀
ノ
者
タ
ル

ヲ
要
ス

二
、
候
補
者
中
砲
、
工
兵
科
将
校
ハ
砲
工
學
校
卒
業
者
タ
ル
ヲ
要
ス

三
、
候
補
者
ノ
選
定
ハ
総
テ
現
所
屬
ノ
長
官
ニ
於
テ
之
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
但

シ
参
謀
ノ
職
ニ
在
ル
者
ハ
参
謀
総
長
ニ
於
テ
選
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

四
、
所
管
長
官
ニ
於
テ
抜
擢
進
達
ス
ヘ
キ
候
補
者
ノ
人
員
ハ
左
記
範
圍
以
内

ト
ス

佐
官

各
兵
科
ヲ
通
シ
二
名
（
参
謀
総
長
所
管
ニ
在
リ
テ
ハ
五
名
）

尉
官

各
兵
科
ヲ
通
シ
二
名
（
参
謀
総
長
所
管
ニ
在
リ
テ
ハ
七
名
）

経
理
部
、
衛
生
部
、
獣
醫
部
上
長
官
、
士
官

上
長
官
、
士
官
ヲ
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通
シ
各
部
毎
ニ
一
名

各
兵
科
特
務
曹
長
、
曹
長
ヲ
通
シ

一
名

上
等
工
長
、
一
等
工
長

各
兵
科
各
工
長
ヲ
通
シ
一
名

上
等
看
護
長
、
一
等
看
護
長
ヲ
通
シ

一
名

上
等
計
手
、
一
等
計
手
ヲ
通
シ

一
名

樂
長
補
、
一
等
樂
手
ヲ
通
シ

一
名

（
後
略
）
（
３８
）

こ
の
史
料
か
ら
見
る
と
、
清
国
に
招
聘
さ
れ
る
軍
事
顧
問
・
教
官
の
選
抜
要
件
と

し
て
は
、
陸
軍
中
央
が
国
家
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、「
学
術
優
秀
」
よ
り

も
「
操
行
高
尚
」
の
ほ
う
を
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

こ
う
し
た
陸
軍
中
央
が
清
国
応
聘
将
校
の
選
抜
に
関
し
て
慎
重
を
期
す
る
ス
タ
ン

ス
は
、
一
年
半
く
ら
い
前
の
川
喜
多
事
件
に
鑑
み
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
新
た
な
選
抜
制
度
を
立
て
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も

そ
の
通
り
に
う
ま
く
行
く
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
一
例
を
挙
げ
て
考
え
て
み
よ
う
。

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
年
）
二
月
二
六
日
、
第
三
師
団
参
謀
長
西
川
虎
次
郎

（
陸
士
旧
一
一
期
、
一
八
六
七
〜
一
九
四
四
）
が
陸
軍
省
副
官
山
田
隆
一
（
陸
士

旧
一
〇
期
、
一
八
六
八
〜
一
九
一
九
）
に
「
清
国
政
府
応
聘
武
官
候
補
者
ニ
関
ス

ル
件
」
と
い
う
文
書
を
提
出
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
般
陸
普
第
六
四
七
號
ヲ
以
テ
陸
軍
次
官
ヨ
リ
清
國
政
府
ノ
招
聘
ニ
應
ス
ル

者
ノ
候
補
者
選
定
ノ
義
ニ
付
通
牒
相
成
候
處
右
候
補
者
中
下
士
ニ
在
テ
ハ
服

役
ノ
関
係
上
志
望
者
ニ
非
サ
レ
ハ
候
補
者
ト
定
メ
難
シ
従
テ
此
際
候
補
者
選

定
上
左
件
承
知
致
度
候
間
何
分
ノ
御
回
示
煩
シ
度

左

記

一
、
現
役
中
ノ
候
補
者
ト
決
定
シ
タ
ル
者
満
期
歸
郷
後
ハ
候
補
者
ノ
資
格
ヲ

失
フ
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
将
本
人
ノ
志
望
ニ
依
リ
テ
ハ
依
然
某
期
間
候
補
者
タ

ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ヤ

二
、
豫
後
備
役
ノ
者
ニ
シ
テ
平
時
官
衙
等
ニ
就
職
シ
ア
ル
モ
ノ
ハ
候
補
者
タ

ル
ノ
資
格
ア
リ
ヤ

三
、
應
聘
期
間
ノ
概
定

四
、
應
聘
中
ノ
待
遇
（
三
十
三
年
人
往
第
五
二
六
号
ノ
人
事
局
長
内
牒
ノ
通

リ
ト
承
知
シ
可
ナ
ル
ヤ
）
（
３９
）

右
の
ご
と
く
、
西
川
の
意
見
に
よ
れ
ば
、「
候
補
者
中
下
士
に
在
っ
て
は
服
役
の

関
係
上
志
望
者
に
非
ざ
れ
ば
候
補
者
と
定
め
難
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
点
こ

そ
が
、
新
た
な
清
国
応
聘
将
校
の
選
抜
制
度
が
不
調
に
終
わ
っ
た
根
本
的
な
原
因

で
あ
っ
た
、
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
。

ま
た
、
従
来
の
も
の
よ
り
や
や
厳
し
い
選
抜
条
件
も
、
制
度
の
実
行
に
マ
イ
ナ

ス
に
働
い
た
要
因
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。
先
ほ
ど
引
用
し
た
西
川
の
質
問
に
対
し
、

同
年
三
月
一
〇
日
、
山
田
は
「
副
官
ヨ
リ
第
三
師
団
参
謀
長
ヘ
回
答
案
」
に
お
い

て
、
四
つ
の
問
題
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

一
、
候
補
者
ノ
資
格
ヲ
失
フ
モ
ノ
ト
ス

二
、
候
補
者
タ
ル
ノ
資
格
ナ
シ

三
、
場
合
ニ
依
リ
一
定
セ
ス
ト
雖
普
通
ノ
場
合
ニ
在
リ
テ
ハ
概
ネ
二
個
年
ノ

豫
定

四
、
概
ネ
内
地
在
職
者
ト
同
様
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
但
シ
俸
給
以
外
ニ
相
當
ノ
報

酬
金
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
筈

（
注
意
）
三
十
三
年
人
往
第
五
二
六
号
人
事
局
長
内
牒
ハ
外
国
政
府
應
聘
者

内
規
ノ
改
正
並
明
治
三
十
八
年
八
月
送
乙
第
六
四
七
号
通
牒
ニ
依
リ
自
然

廃
止
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
（
４０
）

右
に
引
用
し
た
山
田
の
回
答
か
ら
す
る
と
、
現
役
中
の
者
が
一
度
候
補
者
と
な
っ

た
場
合
、
満
期
帰
郷
後
に
候
補
者
の
資
格
を
失
い
、
つ
ま
り
本
人
の
志
望
に
よ
り
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次
の
期
間
に
再
び
候
補
者
に
は
な
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、

予
備
役
と
後
備
役
の
身
分
を
持
つ
者
は
、
た
と
え
平
時
官
衙
等
に
勤
め
て
い
て
も
、

候
補
者
と
し
て
の
資
格
が
な
い
。
思
う
に
こ
の
新
た
な
派
遣
制
度
は
、
清
国
応
聘

将
校
制
度
が
発
足
し
て
以
来
の
人
事
慣
行
で
あ
っ
た
志
願
制
度
に
比
べ
る
と
、
甚

し
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
川
喜
多
事
件
か
ら
始
ま
っ
た
、
清
国
応
聘
將
校

に
対
す
る
陸
軍
中
央
の
不
信
感
は
、
容
易
に
は
払
拭
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
清
国
に
派
遣
さ
れ
る
軍
事
顧
問
・
教
官
に
関
す
る
新
制
度
が
定

め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
陸
軍
中
央
が
派
遣
す
る
清
国
招
聘
顧
問
・
教
官
の

人
数
は
年
を
追
っ
て
減
る
一
方
で
あ
っ
た
。
次
章
で
は
そ
の
原
因
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

第
三
章

日
本
人
軍
事
顧
問
・
教
官
招
聘
制
度
の
衰
微
の
原
因

第
一
節

清
政
府
内
の
親
独
派
の
台
頭
で
衰
微
し
た
教
官
招
聘

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
坂
西
利
八
郎
が
「
団
長
」
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
日

本
人
軍
事
顧
問
団
は
、
清
国
の
直
隷
総
督
袁
世
凱
に
招
聘
さ
れ
、
北
洋
陸
軍
の
創

設
に
尽
力
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
露
戦
争
前
後
に
こ
の
よ
う
な
日
清
軍
事
提
携

は
、
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
八
年
）
一
〇
月
に
行
わ
れ
た
第
一
回
対
ロ
野
戦
演
習

に
よ
っ
て
、
そ
の
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た
。
こ
の
日
清
親
善
の
状
況
を
、
ド
イ
ツ

が
不
愉
快
に
感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
李
鴻
章
（
一
八
二
三
〜

一
九
〇
一
）
が
直
隷
総
督
・
北
洋
大
臣
の
座
に
就
い
て
以
来
主
導
し
た
洋
務
運
動

の
下
で
、
ド
イ
ツ
は
陸
軍
軍
人
ハ
ン
ネ
ッ
ケ
ン
（C

anstantin
von

H
an-

naken

）
を
始
め
、
多
く
の
顧
問
・
教
官
を
派
遣
し
長
期
に
亘
っ
て
清
国
の
新
式

陸
軍
の
訓
練
に
携
わ
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
前
述
し
た
第
一
回
対
ロ
野
戦
演
習

が
終
わ
っ
て
約
半
年
後
の
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
年
）
四
月
、『
東
亜
同
文
会

報
告
』（
第
七
七
回
）
の
中
に
は
、
以
下
の
興
味
深
い
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

獨
帝
ト
清
國
陸
軍

伯
林
發
出
洋
大
臣
端
方
、
戴
鴻
慈
ヨ
リ
ノ
來
電
ニ
曰
ク
、
獨
帝
ニ
謁
見
ノ
時

帝
ハ
口
ヲ
極
メ
テ
支
那
政
府
ハ
練
兵
ヲ
以
テ
國
家
ノ
急
務
ト
ナ
ス
可
シ
ト
勸

告
セ
ラ
レ
兵
ナ
ケ
レ
バ
國
ノ
獨
立
困
難
ナ
ル
ハ
勿
論
ナ
ル
モ
練
兵
上
一
國
固

有
ノ
精
神
ヲ
存
ス
ル
コ
ト
必
要
ナ
レ
バ
漫
ニ
他
國
ヲ
崇
拝
ス
ル
ヲ
能
事
ト
ナ

ス
可
カ
ラ
ズ
ト
ノ
熱
心
面
ニ
現
ハ
ル
ヽ
談
話
ア
リ
乞
フ
此
ノ
辭
ヲ
両
宮
（
西

太
后
と
光
緒
帝

筆
者
注
）
ニ
代
奏
ア
レ
ト
（
４１
）

右
の
よ
う
に
、
憲
政
考
察
の
た
め
に
ベ
ル
リ
ン
を
訪
れ
た
清
国
両
江
総
督
端
方

（
一
八
六
一
〜
一
九
一
一
）・
礼
部
尚
書
（
文
相
）
戴
鴻
慈
（
一
八
五
三
〜
一
九
一

〇
）
が
ド
イ
ツ
皇
帝
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
（W

ilhelm
II

、
在
位
一
八
八
八
〜
一

九
一
八
）
に
謁
見
し
た
時
、「
漫
に
他
国
を
崇
拝
す
る
を
能
事
と
な
す
可
か
ら

ず
」
と
勧
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
皇
帝
が
言
う
「
他
国
」
と
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
日
本
を
指
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
清
国
に
お
け
る
外
国
人
軍
事

顧
問
・
教
官
招
聘
の
「
市
場
」
が
日
本
に
奪
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
、

こ
の
日
清
間
の
軍
事
提
携
は
甚
だ
し
く
思
わ
し
く
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
う
し
た
、
再
び
清
国
に
軍
事
顧
問
・
教
官
を
派
遣
し
よ
う
と
す
る
ド
イ
ツ
の

思
惑
に
呼
応
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
留
学
の
経
歴
の
持
ち
主
で
、
中
国
近
代
史
上
最

初
の
士
官
学
校
で
あ
る
北
洋
武
備
学
堂
（
４２
）
の
総
弁
（
学
校
長
）、
駐
独
公
使
（
六
年

に
及
ぶ
（
４３
）
）
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
�
昌
（
一
八
五
九
〜
一
九
二
八
）
で
あ
っ
た
（
４４
）
。

一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
年
）
九
月
、
清
国
陸
軍
の
軍
事
改
革
は
日
本
と
ド
イ
ツ

と
、
ど
ち
ら
の
助
力
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
親

独
派
の
�
昌
と
親
日
派
の
軍
機
大
臣
（
宰
相
に
相
当
す
る
ポ
ス
ト
）
慶
親
王
奕
�

（
一
八
三
六
〜
一
九
一
六
）
と
の
間
で
、
次
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
。
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日
獨
陸
軍
ニ
關
ス
ル
慶
親
王
ノ
意
見

前
駐
獨
公
使
ニ
シ
テ
目
下
歸
京
中
ナ
ル
�
午
樓
（
�
昌

筆
者
注
）
ハ
現
ニ

練
兵
處
大
臣
ヲ
以
テ
擬
セ
ラ
レ
居
ル
程
ニ
シ
テ
頗
ル
好
評
ア
ル
ガ
過
日
所
要

ア
リ
テ
慶
親
王
ヲ
叩
キ
話
次
偶
々
清
國
陸
軍
ノ
事
ニ
移
ル
�
ハ
親
王
ニ
對
シ

陸
軍
ハ
目
下
獨
逸
ヲ
以
テ
最
精
ト
ス
ル
ガ
故
ニ
清
國
ノ
陸
軍
訓
練
モ
獨
逸
將

校
ニ
依
リ
テ
然
ル
ベ
シ
ト
主
張
シ
タ
ル
ニ
親
王
ハ
之
ニ
對
ヘ
テ
現
今
日
本
陸

軍
ノ
精
鋭
ハ
實
見
ニ
因
ツ
テ
之
ヲ
證
明
セ
ラ
レ
且
ツ
世
界
ノ
公
認
ス
ル
所
ト

為
レ
リ
獨
逸
ノ
陸
軍
ハ
或
ハ
理
ニ
於
テ
精
ナ
ル
ベ
シ
ト
雖
モ
之
ヲ
實
際
ニ
用

ヒ
テ
果
シ
テ
日
軍
ニ
超
越
セ
ル
技
倆
ヲ
現
ハ
シ
得
ル
ヤ
否
ヤ
ハ
疑
問
ナ
リ
今

清
國
ハ
之
ヲ
理
論
ニ
於
テ
雌
雄
ヲ
决
ス
ル
ニ
非
ラ
ズ
シ
テ
實
際
ニ
於
テ
列
強

ト
比
肩
ス
ベ
キ
陸
軍
タ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
日
本
ノ
陸
軍
ニ
倣
フ

テ
改
良
ヲ
為
ス
ハ
實
ニ
其
ノ
宜
シ
キ
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
且
ツ
日
清
両
國
間

ハ
風
俗
、
習
慣
等
ニ
於
テ
モ
大
ナ
ル
差
異
ナ
ケ
レ
バ
軍
隊
ノ
訓
練
ハ
斷
ジ
テ

歐
人
ノ
手
ニ
委
ス
可
カ
ラ
ズ
且
ツ
漫
ニ
西
洋
式
ニ
ノ
ミ
頼
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
テ

痛
ク
�
ノ
議
論
ヲ
喝
破
シ
タ
ル
由
ニ
テ
�
ノ
練
兵
處
大
臣
ハ
到
底
物
ニ
為
ラ

ザ
ル
ベ
シ
ト
ノ
噂
ア
リ
（
４５
）

以
上
の
よ
う
に
、
清
国
陸
軍
の
軍
事
改
革
に
提
携
す
る
国
の
選
択
に
つ
い
て
、
慶

親
王
奕
�
は
日
本
陸
軍
が
実
戦
経
験
を
持
つ
こ
と
、
日
清
両
国
が
同
文
同
種
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
挙
げ
、
�
昌
の
親
独
的
意
見
を
一
蹴
し
、
数
年
前
に
始

ま
っ
た
日
清
軍
事
の
提
携
を
続
け
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
〇
六
年

（
明
治
三
九
年
）
九
月
、
す
な
わ
ち
北
洋
陸
軍
は
日
本
人
軍
事
顧
問
・
教
官
の
参

画
下
に
行
う
第
二
回
対
ロ
野
戦
演
習
の
前
月
の
こ
と
で
あ
り
、
清
国
政
府
に
お
け

る
親
独
派
の
勢
力
は
ま
だ
親
日
派
の
そ
れ
と
拮
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
清
政
府
内
の
親
独
派
を
育
成
す
べ
く
、
ド
イ
ツ
も
動
き
始
め
た
。

ド
イ
ツ
の
裏
面
工
作
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま
ず
は
地
方
官
で
あ
る
�
昌
を
中
央
政

府
に
送
り
込
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
翌
年
の
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）
六

月
二
六
日
、『
東
亜
同
文
会
報
告
』（
第
九
一
回
）
の
中
の
、「
江
北
提
督
更
迭
」

と
題
し
た
記
事
に
、

本
月
十
五
日
ヲ
以
テ
陸
軍
部
右
侍
郎
（
陸
軍
次
官

筆
者
注
）
代
理
ナ
リ
シ

王
士
珍
ハ
江
北
提
督
（
両
江
総
督
管
下
の
地
方
官

筆
者
注
）
代
理
ヲ
命
ゼ

ラ
レ
江
北
提
督
�
昌
ハ
北
京
ニ
呼
戻
サ
レ
陸
軍
部
右
侍
郎
ニ
復
セ
リ
右
ハ
頃

日
來
獨
逸
公
使
ノ
勢
力
扶
植
運
動
ノ
其
効
ヲ
奏
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
モ
云
フ
（
４６
）

と
あ
る
よ
う
に
、
�
昌
と
王
士
珍
（
一
八
六
一
〜
一
九
三
〇
）
と
の
職
位
交
替
は
、

ド
イ
ツ
駐
清
公
使
が
行
っ
て
い
た
親
独
勢
力
の
扶
植
運
動
が
収
め
た
成
果
で
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
は
力
尽
く
で
�
昌
を
陸
軍
部
右
侍
郎
、
す
な
わ
ち
陸
軍

次
官
に
相
当
す
る
ポ
ス
ト
に
就
か
せ
た
が
、
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
満
洲
に
も
そ

の
手
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）
七
月
二
九

日
、
在
奉
天
総
領
事
萩
原
守
一
（
一
八
六
八
〜
一
九
一
一
）
が
外
務
大
臣
林
董

（
一
八
五
〇
〜
一
九
一
三
）
に
宛
て
た
電
報
の
中
で
は
、
奉
天
に
お
け
る
日
・
独

両
国
が
軍
事
顧
問
の
傭
聘
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
様
子
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。（

二
四
五
）
趙
（
爾
巽
、
奉
天
将
軍

筆
者
注
）
将
軍
ハ
曾
テ
独
逸
商
人

（
カ
ー
ル
ウ
キ
ツ
ツ
）
ヲ
経
テ
（
ク
ル
ツ
プ
）
砲
八
門
ノ
買
入
契
約
ヲ
訂
立

シ
タ
ル
カ
右
砲
ハ
此
程
到
着
シ
タ
リ
右
ト
同
時
ニ
独
逸
士
官
三
名
ノ
傭
入
契

約
成
立
シ
タ
リ
ト
ノ
風
説
ア
ル
ニ
付
本
日
督
撫
ニ
慥
メ
タ
ル
ニ
之
ニ
対
シ
督

撫
ハ
士
官
傭
聘
ノ
件
ハ
全
ク
無
根
ニ
シ
テ
東
三
省
ノ
守
備
兵
二
箇
師
団
ハ
袁

總
督
ノ
下
ニ
日
本
士
官
ノ
教
育
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ナ
ル
ニ
付
今
後
ノ
訓
練
モ
亦

日
本
士
官
ニ
依
頼
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
各
般
ノ
交
渉
問
題
解
決
ノ
後
ハ
日
本
士
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官
ノ
傭
聘
ニ
関
シ
本
官
ノ
助
力
ヲ
求
ム
ル
筈
ナ
リ
ト
答
ヘ
タ
リ
又
督
撫
ハ
東

三
省
及
蒙
古
方
面
ノ
今
後
ノ
内
政
及
武
備
ニ
関
シ
テ
ハ
日
本
ト
隔
意
ナ
キ
提

携
ニ
依
リ
始
メ
テ
遂
行
シ
得
可
シ
ト
ノ
意
見
ヲ
述
ヘ
タ
ル
（
４７
）
（
後
略
）

右
に
引
用
し
た
史
料
の
と
お
り
、
奉
天
将
軍
趙
爾
巽
（
一
八
四
四
〜
一
九
二
七
）

は
ド
イ
ツ
か
ら
ク
ル
ッ
プ
（K

rupp

）
砲
を
購
入
し
た
も
の
の
、
東
三
省
に
お
け

る
陸
軍
部
隊
の
訓
練
に
関
し
て
は
、
依
然
と
し
て
日
本
人
軍
事
顧
問
・
教
官
に
協

力
を
求
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
日
清
関
係
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
悪
く
な

い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
満
洲
問
題
を
巡
っ
て
日
清
間
に
生
じ
つ
つ
あ
っ

た
齟
齬
は
、
従
来
親
日
的
な
立
場
に
あ
っ
た
慶
親
王
奕
�
・
袁
世
凱
・
陸
軍
部
尚

書
（
陸
相
）
鉄
良
（
４８
）
（
一
八
六
三
〜
一
九
三
九
）
ら
を
悉
く
転
向
さ
せ
、
清
国
の
外

交
政
策
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）
九
月
、
直
隷
総
督
兼
北
洋
大
臣
か
ら
軍
機
大
臣

兼
外
務
部
尚
書
（
外
相
）
に
転
任
し
た
袁
世
凱
は
、
満
洲
に
野
望
を
抱
い
た
日
・

ロ
両
国
を
牽
制
す
る
た
め
、
積
極
的
に
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
両
国
へ
の
接
近
を
図

ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
４９
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
一

〇
月
五
日
、
清
国
駐
屯
軍
司
令
官
中
村
愛
三
は
、
陸
相
寺
内
正
毅
に
宛
て
た
「
清

国
駐
屯
軍
報
告
第
三
九
号
」
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

四
、
�
昌
独
逸
公
使
ト
シ
テ
派
遣
ノ
件

（
マ
マ
）

陸
軍
部
右

待

郎
�
昌
ヲ
独
逸
公
使
ニ
簡
派
ス
ル
原
因
ハ
慶
親
王
ト
袁
世
凱

ガ
能
ク
其
任
ニ
堪
ユ
ル
事
ヲ
力
保
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
隨
時
同
國
ノ
陸
海
軍

事
宜
ヲ
考
査
セ
シ
ム
ル
ニ
便
ナ
ラ
シ
メ
且
ツ
今
ヤ
列
強
ノ
多
ク
ハ
同
盟
ヲ
訂

約
シ
タ
ル
モ
之
ニ
連
ナ
ラ
サ
ル
ハ
米
、
独
ノ
両
国
ナ
ル
ニ
付
キ
同
人
ヲ
独
逸

ニ
派
シ
テ
独
逸
ニ
親
ム
ノ
意
ヲ
表
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
（
５０
）
（
後
略
）

つ
ま
り
、
奕
�
と
袁
は
親
独
派
の
�
昌
を
駐
独
公
使
に
起
用
し
、
清
独
間
の
軍
事

提
携
に
お
け
る
パ
イ
プ
役
を
当
た
ら
せ
、
よ
り
親
独
的
な
政
策
を
採
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
、
清
独
両
国
の
接
近
を
背
景
に
、
日
本
人
軍
事
顧
問
・
教
官
た

ち
の
任
期
が
満
了
し
た
後
の
後
任
人
事
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
は
興
味
津
々
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
年
）
一
月
二
六
日
、
在

杭
州
領
事
館
事
務
代
理
の
吉
岡
彦
一
が
外
相
小
村
寿
太
郎
（
一
八
五
五
〜
一
九
一

一
）
に
、「
當
地
ニ
於
ケ
ル
雇
聘
本
邦
武
官
ノ
解
雇
并
ニ
更
ニ
本
邦
陸
軍
武
官
雇

聘
方
清
國
官
憲
ニ
勧
誘
ノ
件
」
と
題
し
た
報
告
を
提
出
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。浙

江
武
備
學
堂
雇
ノ
本
邦
教
習
ハ
従
来
当
時
歩
兵
少
佐
ナ
リ
シ
斎
藤
季
次
郎
、

豫
備
砲
兵
少
尉
三
宅
縫
造
、
工
兵
特
務
曹
長
松
島
良
吉
、
砲
兵
特
務
曹
長
倉

科
喜
三
郎
、
歩
兵
特
務
曹
長
高
木
朝
雄
及
同
上
月
三
郎
ノ
六
名
ナ
リ
シ
ガ
其

中
斎
藤
少
佐
ハ
明
治
三
十
七
年
三
月
中
命
ニ
依
リ
解
約
帰
朝
シ
、
倉
科
特
務

曹
長
ハ
明
治
四
十
年
一
月
末
満
期
帰
國
シ
、
高
木
及
上
月
特
務
曹
長
ハ
明
治

四
十
年
六
月
末
武
備
学
堂
廃
校
ト
共
ニ
解
雇
帰
國
セ
ル
モ
三
宅
砲
兵
少
尉
及

松
島
工
兵
特
務
曹
長
ノ
両
人
ハ
其
当
時
新
設
ノ
砲
工
学
堂
ニ
轉
シ
留
任
致
居

候
處
三
宅
少
尉
ハ
同
学
堂
ノ
教
務
一
切
ヲ
了
シ
少
シ
ク
満
期
前
ナ
ル
モ
都
合

上
本
月
二
十
日
ヲ
以
テ
帰
國
ノ
途
ニ
上
リ
松
島
特
務
曹
長
ハ
本
年
二
月
ヲ
以

テ
満
期
帰
國
ノ
筈
ニ
有
之
候
間
茲
ニ
當
地
ニ
於
テ
ハ
一
人
モ
雇
聘
本
邦
武
官

ヲ
見
サ
ル
事
ト
相
成
申
候
（
中
略
）
前
陳
ノ
如
ク
当
地
ニ
ハ
一
人
モ
雇
聘
本

邦
武
官
ナ
キ
ニ
至
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
機
敏
ナ
ル
独
逸
國
等
ヨ
リ
此
機
ニ
乗
シ
テ

其
國
ノ
武
官
ヲ
雇
聘
セ
シ
ム
ル
ノ
運
動
ヲ
開
始
ス
ル
哉
モ
不
取
ル
ニ
付
キ
之

レ
ニ
魁
ケ
ス
ル
ノ
得
策
ナ
ル
ヲ
感
シ
タ
ル
ト
當
地
ニ
一
人
ノ
本
邦
武
官
無
之

テ
ハ
帝
國
ニ
取
リ
種
々
不
便
不
利
ナ
ル
ベ
キ
ヲ
鄙
考
致
候
条
（
５１
）
（
後
略
）

右
に
引
用
し
た
史
料
の
と
お
り
、
浙
江
武
備
学
堂
で
は
元
来
斎
藤
季
次
郎
（
一
八
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六
七
〜
一
九
二
三
）
を
始
め
、
総
勢
六
人
の
日
本
人
軍
事
教
官
を
招
聘
し
て
い
た

が
、
色
々
な
事
情
に
よ
っ
て
結
局
一
人
も
残
ら
ず
み
ん
な
解
雇
帰
国
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
よ
っ
て
吉
岡
は
「
機
敏
な
る
独
逸
国
等
よ
り
此
機
に
乗
じ
て
其
の
国
の

武
官
を
雇
聘
せ
し
む
る
の
運
動
を
開
始
す
る
哉
」
と
危
惧
し
、
日
本
の
国
益
の
損

失
を
憂
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
顧
問
・
教
官
の
招
聘
上
日
本
に
と
っ
て
は
決
し
て
思
わ
し
く
な
い
こ

と
が
遂
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。
競
争
相
手
の
ド
イ
ツ
の
勢
力
扶
植
運
動
が
功
を

奏
し
た
の
か
、
清
政
府
内
の
親
独
派
は
全
国
陸
軍
の
実
権
を
握
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
年
）
八
月
、
�
昌
は
鉄
良
の
後
を
継
い
で
、
駐
独
公
使

か
ら
陸
軍
部
尚
書
、
つ
ま
り
陸
軍
大
臣
に
等
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
転
任
し
た
（
人

事
命
令
は
一
二
月
五
日
付
）。
当
時
ベ
ル
リ
ン
に
い
た
彼
は
ロ
シ
ア
新
聞
通
信
員

と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
就
任
後
の
抱
負
に
つ
い
て
、

清
國
陸
軍
ノ
改
革
ヲ
斷
行
セ
ン
ト
又
清
國
四
億
ノ
人
民
ヲ
シ
テ
真
ニ
陸
軍
擴

張
、
改
革
ノ
必
要
ヲ
悟
ラ
シ
メ
ム
ル
ニ
ハ
日
本
ガ
強
大
ナ
ル
軍
備
ヲ
擁
シ
テ

支
那
ヲ
壓
迫
シ
ツ
ヽ
ア
ル
事
實
ヲ
以
テ
覺
醒
セ
シ
ム
ル
ニ
如
カ
ズ
ト
（
５２
）
（
後

略
）

と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
�
昌
の
発
言
か
ら
見
れ
ば
、
軍
事
力
が
強
大
な
日
本
こ
そ

清
国
に
と
っ
て
警
戒
す
べ
き
存
在
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
虎
視
眈
々

な
隣
国
と
の
軍
事
提
携
は
、
す
で
に
継
続
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
�
昌
の
陸
軍
部
尚
書
就
任
に
伴
い
、
日
本
人
軍
事
顧
問
・
教

官
の
招
聘
に
関
す
る
方
針
転
換
は
、
も
は
や
必
至
の
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
日
本
人
軍
事
顧
問
・
教
官
の
招
聘
に
関
す
る
清
国
側
の
路
線
転

換
の
、
具
体
的
な
事
例
が
つ
い
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
九
一
一
年
（
明
治
四

四
年
）
八
月
、『
東
亜
同
文
会
支
那
調
査
報
告
書
』（
第
二
巻
第
一
六
号
）
の
中
で

は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

獨
逸
武
官
傭
聘

陸
軍
部
は
軍
官
學
堂
（
北
京
の
陸
軍
大
学
の
前
身

筆
者
注
）、
軍
兵
學
堂

馬
兵
學
堂
を
保
定
に
新
設
し
獨
逸
武
官
を
傭
聘
し
今
秋
よ
り
開
校
す
べ
き
計

畫
な
り
し
が
愈
前
北
京
駐
屯
隊
長
歩
兵
少
佐
「
ジ
ン
ケ
ル
マ
ン
」
氏
を
始
め

工
兵
大
尉
「
ト
ボ
ヘ
ル
」
歩
兵
大
尉
「
ブ
ラ
イ
セ
ル
」
等
の
獨
逸
將
校
三
名

を
招
聘
す
る
に
至
れ
り
現
陸
軍
大
臣
�
昌
が
従
来
執
り
来
れ
る
日
本
陸
軍
の

範
に
倣
ふ
の
方
針
を
改
め
て
全
然
獨
逸
式
た
ら
し
む
可
し
と
は
就
任
以
来
窺

測
さ
れ
た
る
所
な
り
し
が
此
次
愈
々
獨
逸
信
頼
の
態
度
を
明
か
に
し
来
れ
る

者
な
り
、
因
に
従
来
傭
聘
せ
ら
れ
居
た
る
我
陸
軍
將
校
多
數
は
契
約
期
限
満

了
と
共
に
解
約
歸
国
し
た
り
（
５３
）

右
の
史
料
の
よ
う
に
、
直
隷
省
の
保
定
に
新
た
に
設
立
さ
れ
た
三
つ
の
軍
事
学
校

の
教
官
招
聘
に
つ
い
て
、
陸
軍
部
尚
書
�
昌
は
日
本
の
将
校
の
代
わ
り
に
、
北
京

駐
在
ド
イ
ツ
公
使
館
守
備
隊
前
隊
長
を
始
め
、
ド
イ
ツ
陸
軍
將
校
三
名
を
招
聘
し

た
の
で
あ
る
。
一
方
、
従
来
傭
聘
さ
れ
て
い
た
日
本
人
軍
事
教
官
に
関
し
て
は
、

契
約
期
限
の
満
了
と
と
も
に
解
約
帰
国
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
る

と
こ
ろ
、
明
治
末
年
に
、
約
一
四
年
間
に
亘
る
日
本
の
清
国
応
聘
将
校
制
度
は
、

陸
軍
大
臣
に
転
任
し
た
�
昌
が
主
導
し
て
い
た
外
国
人
軍
事
顧
問
・
教
官
の
招
聘

に
関
す
る
政
策
転
換
に
よ
っ
て
、
少
な
か
ら
ぬ
打
撃
を
受
け
た
に
違
い
な
い
。

一
方
、
�
昌
の
方
針
転
換
に
対
し
て
、
日
本
側
、
特
に
陸
軍
中
央
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
年
）
一
二
月
、
つ

ま
り
�
昌
が
正
式
に
陸
軍
部
尚
書
に
就
任
し
た
頃
、
陸
相
寺
内
正
毅
は
「
対
清
策

案
」
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
国
ノ
清
国
ニ
対
ス
ル
軍
事
上
ノ
関
係
ニ
シ
テ
其
懸
案
中
ニ
属
ス
ル
ハ
、
応

聘
将
校
ノ
契
約
、
待
遇
ノ
改
善
等
ニ
シ
テ
、
未
タ
其
解
決
ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
ス

ト
雖
、
清
国
目
下
ノ
情
勢
ハ
、
其
内
政
ノ
紛
擾
ト
日
露
協
約
、
日
韓
合
併
等
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ノ
為
メ
痛
ク
彼
レ
ノ
神
経
ヲ
過
敏
ナ
ラ
シ
メ
タ
ル
傾
向
ア
ル
ヲ
以
テ
、
我
ハ

暫
ク
已
ム
ヲ
得
サ
ル
事
件
ノ
外
ハ
自
然
ノ
成
リ
行
キ
ヲ
傍
観
シ
、
若
シ
彼
レ

ヨ
リ
依
頼
若
ク
ハ
協
定
ヲ
希
望
シ
来
ル
ア
ラ
ハ
、
好
意
ヲ
以
テ
之
ヲ
迎
フ
ル

ト
云
フ
コ
ト
ニ
方
針
ヲ
定
ム
ル
ハ
、
最
モ
時
宜
ニ
適
シ
タ
ル
処
置
ナ
リ
ト
信

ス
。
即
チ
従
前
ノ
如
ク
我
士
官
学
校
ニ
於
テ
清
国
将
校
生
徒
ノ
教
育
ヲ
継
続

シ
、
又
近
年
多
数
ノ
清
国
将
校
ヲ
特
ニ
我
陸
軍
実
施
諸
学
校
ニ
入
学
ヲ
許
シ

タ
ル
カ
如
キ
ハ
、
実
ニ
此
主
旨
ヲ
現
実
ナ
ラ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
（
５４
）
。

右
の
史
料
の
と
お
り
、
日
清
関
係
上
の
課
題
と
し
て
、
寺
内
は
「
応
聘
将
校
の
契

約
、
待
遇
の
改
善
等
」
を
挙
げ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
未
解
決
の

ま
ま
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
第
二
回
日
露
協
約
（
一
九
一
〇
年
七
月

四
日
調
印
）、
韓
国
併
合
条
約
（
一
九
一
〇
年
八
月
二
二
日
調
印
）
が
相
次
い
だ

た
め
、
こ
れ
以
上
清
国
の
神
経
を
尖
ら
せ
な
い
た
め
に
も
、
寺
内
は
、
今
ま
で
の

士
官
学
校
で
の
清
国
将
校
生
徒
の
教
育
を
継
続
し
、
多
く
の
清
国
将
校
を
日
本
の

陸
軍
諸
軍
事
学
校
に
入
学
さ
せ
よ
う
、
と
い
う
判
断
を
下
し
た
。

し
か
し
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
年
）
八
月
、
保
定
の

三
つ
の
新
軍
事
学
校
は
三
名
の
ド
イ
ツ
人
軍
事
教
官
を
招
聘
し
た
た
め
、
従
来
招

聘
さ
れ
て
い
た
日
本
人
軍
事
教
官
は
相
次
い
で
契
約
期
限
の
満
了
と
共
に
解
約
帰

国
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
鑑
み
、
陸
軍
省
も
報
復
措
置
を
採

ろ
う
と
し
た
の
あ
る
。
当
時
参
謀
本
部
第
二
（
情
報
）
部
長
を
担
当
し
て
い
た
宇

都
宮
太
郎
（
一
八
六
一
〜
一
九
二
二
）
は
、
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
年
）
九
月

六
日
の
日
記
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

午
前
、
応
聘
武
官
、
清
国
留
学
生
処
理
に
関
す
る
陸
軍
省
の
意
見
に
対
し
、

余
の
意
見
（
到
底
清
国
は
根
本
的
料
理
を
要
す
る
国
柄
故
、
多
少
の
無
礼
や

背
恩
の
行
為
な
ど
は
不
問
に
付
し
、
時
機
の
到
る
ま
で
は
現
状
の
儘
に
放
置

す
る
を
利
と
す
）
を
陸
軍
省
岡
（
市
之
助

筆
者
注
）
次
官
に
申
込
み
し
も
、

意
見
一
致
に
至
ら
ず
し
て
別
る
（
５５
）
。

つ
ま
り
、
応
聘
武
官
、
清
国
留
学
生
の
処
置
と
い
う
問
題
を
巡
っ
て
、
陸
軍
次
官

の
岡
市
之
助
が
強
硬
な
意
見
を
主
張
し
て
い
た
の
に
対
し
、
参
本
第
二
部
長
の
宇

都
宮
太
郎
は
清
国
の
無
礼
や
背
恩
な
ど
の
行
為
を
よ
そ
に
、
現
状
維
持
の
方
が
ま

だ
ま
し
で
あ
る
と
訴
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
陸
軍
省
が
主
張
し
た
強
硬
な
意
見
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
内
容
の

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
宇
都
宮
は
同
年
九
月
二
二
日
の
日
記
の
な
か
で
、
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

応
聘
武
官
、
留
学
生
問
題
（
清
国
に
之
を
拒
絶
せ
ん
と
の
議
）
陸
軍
省
（
寺

内
）
よ
り
提
議
、
余
は
之
を
拒
ぎ
た
り
。
大
島
（
健
一
、
参
謀
本
部
総
務
部

長

筆
者
注
）
等
ま
で
が
陸
軍
省
の
意
を
迎
へ
形
勢
危
き
も
、
次
長
（
福
島

安
正

筆
者
注
）
も
勿
論
余
に
同
感
、
何
ん
と
か
ま
と
ま
る
べ
し
（
５６
）
。

右
の
よ
う
に
、
陸
軍
省
は
日
本
人
軍
事
顧
問
・
教
官
の
解
雇
帰
国
に
対
す
る
報
復

措
置
と
し
て
、
清
国
か
ら
や
っ
て
く
る
陸
軍
留
学
生
の
入
学
を
拒
否
す
る
こ
と
を

考
え
た
の
で
あ
る
。
参
本
総
務
部
長
大
島
健
一
（
一
八
五
八
〜
一
九
四
七
）
は
陸

軍
省
の
意
見
に
賛
成
し
て
い
た
が
、
次
長
福
島
安
正
は
宇
都
宮
の
考
え
に
同
調
し

て
い
た
。
省
部
の
歩
調
は
な
か
な
か
揃
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
日
本
人
軍
事
顧
問
・
教
官
の
招
聘
制
度
が
衰
え
た
理
由
に
つ
い
て
、
ド
イ

ツ
の
介
入
と
い
う
外
部
か
ら
の
影
響
の
ほ
か
、
清
国
自
身
の
政
策
変
更
と
い
う
内

部
の
要
因
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
き
た
い
。

第
二
節

清
国
の
経
費
節
約
と
官
制
改
革
に
よ
り
解
雇
さ
れ
た
軍
事
教
官

明
治
末
年
に
日
本
の
清
国
応
聘
将
校
制
度
の
不
調
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
指
摘

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
原
因
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
側
が
こ
の
制
度

の
人
事
慣
行
を
志
願
制
か
ら
派
遣
制
へ
と
変
更
し
た
こ
と
に
あ
る
。
第
二
の
原
因
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は
、
清
国
に
お
け
る
外
国
人
軍
事
顧
問
・
教
官
を
招
聘
す
る
「
市
場
」
を
、
日
本

の
掌
中
か
ら
奪
回
し
よ
う
と
し
た
ド
イ
ツ
の
動
向
に
あ
る
。
そ
し
て
第
三
の
原
因

は
、
清
国
自
身
の
内
政
の
状
況
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
清
国
政
府
が
推
し
進
め
て
き

た
経
費
節
約
、
自
力
更
生
な
い
し
官
制
改
革
の
影
響
で
、
日
本
人
軍
事
顧
問
・
教

官
の
雇
用
需
要
枠
も
減
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
〇
八
年
（
明

治
四
一
年
）
七
月
二
九
日
、
清
国
駐
屯
軍
参
謀
磯
部
昌
朔
よ
り
、
陸
軍
省
副
官
立

花
小
一
郎
に
宛
て
ら
れ
た
「
新
聞
翻
訳
第
一
一
号
」
の
な
か
で
、
清
国
陸
軍
部
が

従
来
陸
軍
小
学
堂
（
日
本
の
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
に
相
当
す
る
も
の
（
５７
）
）
に
招
聘
さ

れ
て
い
る
外
国
人
教
官
を
漸
次
解
雇
し
よ
う
と
す
る
計
画
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

陸
軍
小
學
堂
ニ
ハ
外
國
ノ
教
師
ヲ
聘
用
セ
ザ
ル
ノ
議
ア
リ

陸
軍
部
ニ
テ
ハ
各
省
ニ
陸
軍
小
學
ヲ
開
設
シ
タ
ル
ニ
付
常
ニ
多
ク
ノ
外
國
教

師
ヲ
聘
用
シ
居
タ
ル
ガ
今
回
経
費
節
減
ノ
為
メ
之
ヲ
制
限
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
方

針
ニ
テ
今
回
各
省
ニ
令
達
シ
タ
ル
ニ
ハ
従
来
各
學
堂
ニ
テ
聘
用
シ
来
リ
タ
ル

外
國
教
師
ニ
シ
テ
契
約
満
期
ト
ナ
リ
タ
ル
場
合
ニ
ハ
総
テ
辭
退
ス
ベ
シ
又
未

ダ
外
國
人
ヲ
聘
セ
ザ
ル
學
堂
ニ
テ
ハ
尓
後
外
國
人
ヲ
聘
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ

ズ
各
科
教
員
ト
シ
テ
悉
ク
陸
軍
師
範
學
堂
卒
業
生
ヲ
以
テ
之
ニ
充
テ
ル
ヘ
シ

ト
ノ
云
々
ア
リ
タ
リ
ト
（
５８
）

つ
ま
り
、
経
費
節
減
と
い
う
考
慮
の
み
な
ら
ず
、
自
力
更
生
と
い
う
視
点
か
ら
も
、

各
省
の
陸
軍
小
学
堂
の
教
師
を
、
本
国
の
陸
軍
師
範
学
堂
の
卒
業
生
か
ら
選
ん
で

登
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
従
来
招
聘
さ
れ
て
き
た
外
国

人
教
官
、
特
に
そ
の
割
合
の
大
半
を
占
め
て
い
た
日
本
人
軍
事
教
官
の
数
は
、
当

然
削
減
さ
れ
る
一
方
で
あ
っ
た
。
前
掲
し
た
陸
軍
側
の
史
料
だ
け
で
な
く
、
一
九

〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
八
月
三
一
日
、
外
務
省
政
務
局
が
作
成
し
た
「
清
国
時

報

第
四
三
号
」
の
な
か
に
も
、
教
官
の
招
聘
に
お
い
て
清
国
が
自
力
更
生
し
よ

う
と
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
５９
）
。

こ
う
し
て
、
清
国
側
が
採
っ
て
い
た
自
力
更
生
の
方
針
に
つ
い
て
、
日
本
側
は

ど
う
見
て
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
一

〇
年
（
明
治
四
三
年
）
九
月
一
四
日
、
宇
都
宮
太
郎
は
日
記
の
な
か
で
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
。

清
国
応
聘
期
満
帰
朝
の
歩
兵
少
佐
亀
井
甲
子
蔵
、
憲
兵
中
佐
海
津
政
徳
前
後

来
来
衙
。
何
れ
も
初
対
面
な
る
が
、
多
年
清
国
に
在
て
能
く
其
事
情
に
通
ず
。

清
国
軍
人
は
今
や
漸
く
自
己
惚
心
生
じ
て
外
国
教
官
を
要
せ
ず
と
為
し
、
日

本
将
校
を
謝
し
て
自
ら
経
営
せ
ん
と
す
る
の
勢
を
生
じ
来
り
し
際
、
日
露
協

約
に
次
ぐ
に
韓
国
の
合
併
を
以
て
し
、
我
に
対
す
る
一
種
の
恐
怖
心
激
増
、

（
推
）

益
々
日
本
将
校
解
聘
の
勢
を
催
進
せ
り
。
然
れ
ど
も
其
実
際
の
力
量
は
未

だ
仲
々
独
営
の
域
に
達
し
あ
ら
ざ
る
こ
と
は
彼
地
よ
り
帰
来
す
る
者
の
斉
し

く
称
道
す
る
所
な
り
（
６０
）
。

右
に
引
用
し
た
史
料
か
ら
見
る
と
、
経
費
節
約
の
ほ
か
、
日
本
に
対
す
る
警
戒
心

が
よ
り
一
層
強
ま
っ
て
き
た
こ
と
も
、
清
国
側
が
自
力
更
生
と
い
う
方
針
に
切
り

替
え
た
理
由
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
日
本
人
軍
事
教
官
を
解
雇
し
、

自
国
の
陸
軍
師
範
学
堂
の
卒
業
生
を
起
用
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
解
雇
さ
れ

て
帰
国
し
た
日
本
の
元
応
聘
将
校
た
ち
は
、
口
を
揃
え
て
「
そ
の
実
際
の
力
量
は

未
だ
仲
々
独
営
の
域
に
達
し
あ
ら
ざ
る
」
と
悪
評
し
て
い
た
。

一
方
、
清
国
の
官
制
改
革
に
よ
っ
て
、
軍
事
学
校
の
閉
鎖
に
伴
い
解
雇
さ
れ
て

し
ま
っ
た
日
本
人
軍
事
教
官
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
一

九
〇
九
年
（
明
治
四
二
年
）
三
月
一
七
日
、
在
蘇
州
領
事
館
事
務
代
理
大
賀
亀
吉

か
ら
、
外
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
に
提
出
し
た
報
告
の
な
か
に
、

蘇
州
陸
軍
速
成
学
堂
傭
聘
総
教
習
樗
木
陸
軍
少
佐
解
傭
ノ
件

今
般
清
國
政
府
ニ
於
テ
ハ
直
隷
省
保
定
江
蘇
省
南
京
湖
北
省
武
漢
陝
西
省
々
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城
ノ
四
ヶ
所
ニ
陸
軍
中
学
堂
ヲ
設
ケ
全
國
ノ
陸
軍
学
生
ヲ
之
レ
ニ
収
容
ス
ル

コ
ト
ニ
決
定
シ
本
年
ヨ
リ
実
施
ノ
筈
ニ
テ
当
地
陸
軍
速
成
学
堂
モ
之
レ
カ
為

メ
現
学
生
ノ
畢
業
ヲ
待
ツ
テ
閉
校
ス
ル
由
ヲ
ク
依
テ
同
学
堂
ハ
是
迄
傭
聘
シ

居
リ
タ
ル
総
教
習
陸
軍
歩
兵
少
佐
樗
木
耕
一
ヲ
本
月
六
日
契
約
満
期
ニ
テ
解

雇
セ
リ

右
及
報
告
候
也
（
６１
）

と
あ
る
よ
う
に
、
南
京
陸
軍
中
学
堂
（
日
本
の
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
に
相
当
す
る

も
の
）
の
開
設
予
定
に
伴
っ
て
、
蘇
州
陸
軍
速
成
学
堂
は
閉
校
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
よ
っ
て
総
教
習
で
あ
る
樗
木
耕
一
は
解
雇
帰
国
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
、
官
制
改
革
に
よ
る
日
本
人
軍
事
顧
問
・
教
官
の
解
雇
は
、
江

南
の
蘇
州
ば
か
り
で
な
く
、
奉
天
に
お
い
て
も
そ
の
事
例
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
年
）
一
二
月
一
八
日
、
在
奉
天
総
領
事
小
池
張
造
（
一

八
七
三
〜
一
九
二
一
）
は
、
外
相
小
村
に
提
出
し
た
報
告
の
な
か
で
、
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

奉
天
清
國
官
憲
雇
聘
者
堀
米
陸
軍
歩
兵
少
佐
帰
朝
ノ
件

奉
天
第
二
混
成
旅
団
巡
防
営
（
新
式
陸
軍
が
成
立
す
る
前
に
既
存
し
て
い
た

清
國
の
旧
式
陸
軍
部
隊

筆
者
注
）
教
習
陸
軍
歩
兵
少
佐
堀
米
代
三
郎
ハ
去

ル
三
十
九
年
一
月
二
十
日
ヨ
リ
向
フ
満
四
ヶ
年
間
ノ
契
約
ヲ
以
テ
當
地
ニ
駐

在
致
居
候
處
今
般
清
國
官
制
改
革
ノ
為
メ
解
聘
ス
ル
コ
ト
ヽ
相
成
リ
同
人
ハ

去
ル
本
月
九
日
當
地
出
発
帰
朝
致
候
間
此
段
及
報
告
候

敬
具
（
６２
）

つ
ま
り
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）
七
月
、
清
国
陸
軍
部
は
全
国
に
三
六
鎮

（
師
団
）
の
新
式
陸
軍
を
、
年
限
付
き
で
各
省
に
配
分
す
る
こ
と
に
な
り
（
６３
）
、
こ
れ

に
伴
い
巡
防
営
と
い
う
旧
式
陸
軍
部
隊
を
廃
止
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
そ
れ
ま
で
奉
天
第
二
混
成
旅
団
巡
防
営
の
教
官
を
し
て
い
た
堀
米
代
三

郎
は
、
解
雇
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
明
治
末
期
（
一
九
〇
七
〜
一
九
一
一
年
）
に
お
け
る
清
国
応
聘
将

校
制
度
に
焦
点
を
当
て
、
こ
う
し
た
制
度
に
不
調
を
も
た
ら
す
遠
因
と
契
機
、
及

び
三
つ
の
近
因
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
ま
ず
は
そ
の
遠
因
、
つ
ま
り
満

洲
問
題
を
巡
る
暗
雲
漂
う
日
清
外
交
の
情
勢
に
触
れ
、
そ
し
て
そ
の
契
機
、
す
な

わ
ち
川
喜
多
事
件
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
次
に
、
日
本
側
に
あ
っ
た
一

つ
の
近
因
、
つ
ま
り
上
述
し
た
遠
因
と
契
機
を
背
景
に
、
日
本
の
陸
軍
中
枢
部
が

従
来
の
清
国
応
聘
将
校
制
度
と
そ
の
方
針
を
変
更
し
、
志
願
制
か
ら
派
遣
制
へ
と

移
行
す
る
と
い
う
人
事
慣
行
の
変
容
に
つ
い
て
究
明
し
て
き
た
。
最
後
に
、
日
本

側
の
み
な
ら
ず
、
第
三
国
な
い
し
清
国
自
身
に
あ
っ
た
二
つ
の
近
因
に
つ
い
て
も

考
察
し
て
き
た
。
第
三
国
に
つ
い
て
は
、
清
国
に
お
け
る
外
国
人
軍
事
顧
問
・
教

官
の
「
市
場
」
を
日
本
の
掌
中
か
ら
奪
回
す
る
た
め
、
ド
イ
ツ
が
清
政
府
内
の
親

独
派
を
扶
植
し
、
清
国
の
招
聘
政
策
を
転
向
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
清
国
自
身

に
つ
い
て
は
、
清
国
政
府
が
推
し
進
め
て
き
た
経
費
節
約
、
自
力
更
生
、
官
制
改

革
な
ど
の
一
連
の
措
置
に
よ
っ
て
、
日
本
人
軍
事
顧
問
・
教
官
の
雇
用
需
要
枠
が

減
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

日
露
戦
争
前
後
の
約
五
、
六
年
間
、
つ
ま
り
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
年
）
か

ら
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）
に
か
け
て
は
、
確
か
に
日
清
間
の
軍
事
提
携
と

友
好
関
係
が
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
両
国
関
係
は
次
第
に
悪

化
す
る
一
方
で
あ
っ
た
。
何
故
か
と
い
う
と
、
日
露
戦
後
の
満
洲
問
題
を
巡
っ
て
、

日
清
両
国
の
間
に
し
ば
し
ば
外
交
上
の
齟
齬
が
生
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
八
月
に
発
生
し
た
川
喜
多
事
件
は
、
後
に
軍
機

保
護
・
諜
報
工
作
に
お
け
る
日
清
両
国
の
攻
防
戦
を
惹
起
し
て
き
た
。
清
国
応
聘
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將
校
制
度
の
変
容
に
対
し
て
も
、
こ
の
事
件
は
少
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
た
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
事
件
発
生
し
て
か
ら
わ
ず
か
約
一
年
半
の
一
九
一
〇
年
（
明

治
四
三
年
）
一
月
、
陸
軍
中
央
は
思
い
切
っ
て
清
国
に
招
聘
さ
れ
る
軍
事
顧
問
・

教
官
の
選
抜
を
、
元
来
の
志
願
制
か
ら
派
遣
制
へ
と
変
更
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ

う
し
た
人
事
慣
行
の
変
容
は
、
国
家
安
全
の
た
め
、
清
国
に
招
聘
さ
れ
る
軍
事
顧

問
・
教
官
の
人
事
権
を
よ
り
一
層
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
、
陸
軍
中
央
の

思
惑
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

新
し
い
選
抜
要
件
に
よ
る
と
、
現
役
中
に
候
補
者
と
な
っ
た
者
は
、
満
期
歸
国

と
共
に
候
補
者
の
資
格
を
失
い
、
本
人
の
志
望
に
依
り
二
度
と
候
補
者
に
な
る
こ

と
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
新
規
定
に
従
え
ば
、
予
備
役
と
後
備
役
の
身
分

を
持
っ
て
い
る
者
は
、
平
時
官
衙
な
ど
に
勤
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
候
補

者
に
な
る
資
格
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
新
た
な
清
国
応
聘
將
校
の
派
遣

制
度
は
、
従
来
の
志
願
制
度
に
比
べ
る
と
、
か
な
り
制
限
が
設
け
ら
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
清
国
応
聘
将
校
制
度
と
い
う
も
の
は
、
一
八
九
八
〜
一
九
〇

七
年
（
明
治
三
一
〜
同
四
〇
年
）
の
間
は
、
日
本
政
府
の
「
国
是
」
と
位
置
づ
け

ら
れ
、
志
願
者
が
後
を
絶
た
ず
い
た
が
、
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
年
）
以
降
、

陸
軍
中
央
の
消
極
的
な
措
置
に
よ
り
、
志
願
制
か
ら
諸
般
の
条
件
付
き
の
派
遣
制

に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
応
聘
將
校
に
対
し
て
一
抹
の
不
信
の
念
を
抱
い

て
い
た
陸
軍
中
央
は
、
や
は
り
未
だ
完
全
に
川
喜
多
事
件
の
後
遺
症
か
ら
回
復
し

て
い
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
日
清
間
の
緊
密
な
軍
事
提
携
は
、
洋
務
運
動
以
来
長
い
間
清
国
に
軍
事

顧
問
・
教
官
を
招
聘
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
は
、
決
し
て
思
わ
し
い
こ
と

で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
は
、
清
国
の
教
官
招
聘
の
「
市
場
」
を
日
本
の

掌
中
か
ら
取
り
戻
そ
う
と
動
き
始
め
た
。
具
体
的
な
や
り
方
と
し
て
は
、
清
政
府

内
の
親
独
派
の
代
表
で
あ
る
�
昌
を
通
し
て
、
勢
力
扶
植
運
動
に
乗
り
出
し
て
い

た
。一

九
一
〇
年
（
明
治
四
三
年
）
八
月
、
�
昌
は
陸
軍
部
尚
書
（
陸
軍
大
臣
）
に

就
任
し
、
そ
し
て
清
国
に
お
け
る
外
国
人
軍
事
顧
問
・
教
官
の
招
聘
の
方
針
を
変

更
し
た
。
つ
ま
り
、
招
聘
対
象
者
は
日
本
人
軍
事
教
官
か
ら
ド
イ
ツ
人
軍
事
教
官

へ
と
切
り
替
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
一
八
九
八
年
（
明
治

三
一
年
）
よ
り
湖
北
省
を
は
じ
め
と
す
る
直
隷
省
が
盛
ん
に
行
っ
て
き
た
、
約
一

四
年
間
に
及
ぶ
清
国
全
土
に
亘
る
日
本
人
軍
事
顧
問
・
教
官
の
招
聘
は
、
あ
え
な

く
終
止
符
を
打
た
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
に
よ
る
影
響
の
ほ
か
、
清

国
自
身
の
自
力
更
生
と
い
う
方
針
を
始
め
、
経
費
節
約
、
官
制
改
革
な
ど
の
一
連

の
内
政
措
置
も
、
日
本
人
軍
事
顧
問
・
教
官
が
減
少
し
つ
つ
あ
っ
た
一
因
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
上
述
し
て
き
た
よ
う
な
、
明
治
末
期
に
お
け
る
清
国
応
聘
将

校
制
度
の
衰
微
は
、
一
九
一
五
年
（
大
正
四
年
）
一
月
の
対
華
二
一
ヵ
条
の
中
の
、

い
く
つ
か
の
要
求
と
の
間
に
明
ら
か
に
因
果
関
係
が
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
あ
の
波
瀾
を
巻
き
起
こ
し
た
二
一
ヵ
条
要
求
の
中
の
、
第
二
号
第
六
条

と
第
五
号
第
一
項
に
お
い
て
、
日
本
側
が
中
国
側
に
突
き
付
け
て
い
た
軍
事
顧

問
・
教
官
傭
聘
に
関
す
る
要
求
に
は
、
正
し
く
川
喜
多
事
件
以
後
の
、
�
清
国
側

が
日
本
人
教
官
に
対
し
て
行
っ
た
待
遇
改
悪
・
規
制
強
化
、
�
日
本
側
が
志
願
制

を
派
遣
制
に
変
更
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
制
度
の
不
調
、
�
�
昌
が

日
本
人
教
官
を
解
雇
し
て
ド
イ
ツ
人
教
官
を
招
聘
し
た
こ
と
、
�
清
国
の
自
力
更

生
方
針
に
よ
っ
て
招
聘
員
数
が
減
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
以
上
四
つ
の
出
来
事
に

よ
っ
て
低
迷
不
振
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
軍
事
顧
問
・
教
官
の
招
聘
制
度
を
是
正
し

よ
う
と
し
た
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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注（
１
）
こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
李
廷
江
「
日
本
軍
事
顧
問
と
張
之
洞
―
一
八
九

八
〜
一
九
〇
七
」（『
ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要
』
第
二
九
号
〈
亜
細
亜
大
学
ア
ジ

ア
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
〉
所
収
）
を
参
照
。

（
２
）
な
お
こ
の
一
件
に
は
、
山
根
幸
夫
「
袁
世
凱
と
日
本
人
た
ち
―
坂
西
利
八

郎
を
中
心
と
し
て
―
」（『
社
会
科
学
討
究
』
第
八
八
号
、
一
九
八
五
年
）
参

照
。

（
３
）
波
多
野
善
大
『
中
国
近
代
軍
閥
の
研
究
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
三

年
）
一
一
〇
頁
。

（
４
）
大
山
梓
編
『
山
縣
有
朋
意
見
書
』（
原
書
房
、
一
九
六
六
年
）
三
〇
五
頁
。

（
５
）
日
露
戦
後
の
日
中
関
係
に
関
す
る
古
典
的
な
研
究
と
し
て
は
、
北
岡
伸
一

『
日
本
陸
軍
と
大
陸
政
策

一
九
〇
六
〜
一
九
一
八
年
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
八
年
）、
寺
本
康
俊
『
日
露
戦
争
以
後
の
日
本
外
交
―
パ
ワ
ー
・
ポ

リ
テ
ィ
ク
ス
の
中
の
満
韓
問
題
―
』（
信
山
社
、
一
九
九
九
年
）、
馬
場
明

『
日
露
戦
争
後
の
満
洲
問
題
』（
原
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
、
台
湾
方
面
の
研
究
に
お
い
て
は
、
林
明
徳
「
日
俄
戰
争
後
日
本
勢
力
在

東
北
的
擴
張
」（『
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊
』
第
二
一
期
〈
中
央
研

究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
九
二
年
〉
所
収
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
６
）
外
務
省
編
『
日
本
外
交
年
表
竝
主
要
文
書

上
巻
』（
財
団
法
人
日
本
国
際

連
合
協
会
、
一
九
五
五
年
）
三
八
三
頁
。

（
７
）
同
右
、
三
八
四
頁
。

（
８
）
山
本
四
郎
編
『
坂
西
利
八
郎
書
翰
・
報
告
集
』（
刀
水
書
房
、
一
九
八
九

年
）
二
八
四
頁
。

（
９
）「
密
受
第
一
六
八
号

清
国
駐
屯
軍

東
三
省
経
営
に
関
し
徐
世
昌
と
袁
世

凱
と
の
商
議
の
報
告
の
件
」、JA

C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.

C
03022871000

（
第
二
、
三
画
像
目
）、
密
大
日
記

明
治
四
〇
年
五
月
一

二
日
（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
）。

（
１０
）
同
右
、
第
三
〜
四
画
像
目
。

（
１１
）「
密
受
第
八
〇
号

東
京
砲
兵
工
廠

南
部
少
佐

南
清
視
察
報
告
申
達
の

件
」、JA

C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C
03022862100

（
第
一
七
〜
一
九
画
像
目
）、
密
大
日
記

明
治
四
〇
年
三
月
二
八
日

（
防

衛
庁
防
衛
研
究
所
）。

（
１２
）「
密
受
第
一
九
八
号

参
謀
本
部

清
国
駐
屯
軍
司
令
官
ヘ
訓
令
の
件
」、

JA
C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C
03022872400

（
第
三
、

四
画
像
目
）、
密
大
日
記

明
治
四
〇
年
六
月
六
日
（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
）。

（
１３
）「
密
受
第
三
二
一
号

清
国
駐
屯
軍

清
国
駐
屯
軍
に
於
て
実
施
す
る
測
図

作
業
に
関
す
る
件
」、JA

C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C

03022969700

（
第
四
〜
五
画
像
目
）、
密
大
日
記

明
治
四
二
年
（
防
衛
庁

防
衛
研
究
所
）。

（
１４
）
同
右
、
第
五
〜
六
画
像
目
。

（
１５
）
稲
葉
正
夫
監
修
・
上
法
快
男
編
『
陸
軍
大
学
校
』（
芙
蓉
書
房
、
一
九
七
三

年
）
附
録
第
七
「
陸
軍
大
学
校
卒
業
者
名
簿
」（
昭
和
一
二
年
一
〇
月
一
日

調
）。

（
１６
）
東
亜
同
文
会
編
『
続
対
支
回
顧
録
』
下
巻
（
原
書
房
、
一
九
七
三
）
八
〇

四
頁
。

（
１７
）「
第
一
一
号

清
国
駐
屯
軍

川
喜
多
大
治
郎
逮
捕
に
関
す
る
件
」、JA

C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C
03022952400

（
第
一
九
八
画
像

目
）、
密
大
日
記

明
治
四
二
年
（
同
四
一
年
作
成
、
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
）。

（
１８
）
同
右
、
第
一
七
〜
一
九
画
像
目
。

（
１９
）
同
右
、
第
五
三
〜
五
五
画
像
目
。
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（
２０
）
同
右
、
第
一
三
五
〜
一
三
七
画
像
目
。

（
２１
）
同
右
、
第
三
四
画
像
目
。

（
２２
）
同
右
、
第
三
六
〜
三
七
画
像
目
。

（
２３
）
同
右
、
第
一
四
五
〜
一
四
六
画
像
目
。

（
２４
）
同
右
、
第
三
一
四
画
像
目
。

（
２５
）
同
右
、
第
三
一
二
〜
三
一
三
画
像
目
。

（
２６
）「
密
受
第
四
六
三
号

清
国
駐
屯
軍

第
一
五
号
新
聞
翻
訳
送
付
の
件
」、

JA
C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C
03022936400

（
第
三
九
、

四
〇
画
像
目
）、
密
大
日
記

明
治
四
一
年
九
月
一
四
日
（
防
衛
庁
防
衛
研

究
所
）。

（
２７
）
前
掲
「
第
一
一
号

清
国
駐
屯
軍

川
喜
多
大
治
郎
逮
捕
に
関
す
る
件
」、

第
三
一
八
〜
三
一
九
画
像
目
。

（
２８
）「
密
受
第
四
六
四
号

清
国
駐
屯
軍

第
三
五
号
駐
屯
軍
報
告
提
出
の
件
」、

JA
C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R
ef.C
03022936600

（
第
三
、

四
画
像
目
）、
密
大
日
記

明
治
四
一
年
九
月
一
五
日
（
防
衛
庁
防
衛
研
究

所
）。

（
２９
）「
清
国
時
報

第
四
六
号
／
第
五
軍
事
」、JA

C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
）R

ef.B
02130210900

（
第
二
、
三
画
像
目
）、
清
国
時
報

第
四

一
号
〜
第
五
〇
号
（
調
書
）（
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

（
３０
）
前
掲
「
第
一
一
号

清
国
駐
屯
軍

川
喜
多
大
治
郎
逮
捕
に
関
す
る
件
」、

第
三
一
八
画
像
目
。

（
３１
）「
密
受
第
一
八
七
号

軍
務
局

秘
密
漏
洩
防
止
に
関
し
清
国
応
聘
将
校
等

へ
訓
示
の
件
」、JA

C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C

03022955800

（
第
二
、
三
画
像
目
）、
密
大
日
記

明
治
四
二
年
四
月
二
二

日
（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
）。

（
３２
）
同
右
、
第
三
、
四
画
像
目
。

（
３３
）「
密
受
第
二
二
三
号

軍
事
課

清
国
学
生
機
密
図
書
窃
盗
に
関
す
る
件
」、

JA
C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C
03022956100

（
第
三
画

像
目
）、
密
大
日
記

明
治
四
二
年
五
月
一
八
日
（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
）。

（
３４
）「
密
受
第
四
四
号

清
國
将
校
學
生
ニ
教
授
ス
ヘ
キ
事
項
ニ
関
ス
ル
件
」、

JA
C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C
03023033100

（
第
二
〜

五
画
像
目
）、
密
大
日
記

明
治
四
四
年
（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
）。

（
３５
）「
貳
第
一
三
二
号

清
国
政
府
應
聘
者
候
補
選
定
方
ノ
件
」、JA

C
A
R

（
ア

ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C
03010004600

（
第
三
画
像
目
）、
大
日

記
甲
輯

大
正
二
年
（
明
治
四
三
年
一
月
二
六
日
作
成
、
防
衛
庁
防
衛
研
究

所
）。

（
３６
）
同
右
、
第
一
六
画
像
目
。

（
３７
）
同
右
、
第
四
〜
五
画
像
目
。

（
３８
）
同
右
、
第
六
〜
七
画
像
目
。
な
お
、
服
部
雅
徳
編
『
陸
軍
省
大
日
記
史
料

集
〈
大
正
篇
〉』
第
六
巻
（
東
洋
書
林
、
一
九
九
七
年
）
一
八
頁
に
も
収
め

ら
れ
て
い
る
。

（
３９
）
同
右
、
第
一
四
〜
一
五
画
像
目
、
大
日
記
甲
輯

大
正
二
年
（
明
治
四
三

年
二
月
二
一
日
作
成
、
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
）。
ま
た
、
前
掲
『
陸
軍
省
大

日
記
史
料
集
〈
大
正
篇
〉』
第
六
巻
、
二
〇
頁
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
４０
）
同
右
、
第
一
二
〜
一
三
画
像
目
。
前
掲
『
陸
軍
省
大
日
記
史
料
集
〈
大
正

篇
〉』
第
六
巻
、
一
九
頁
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
４１
）
東
亜
同
文
会
編
『
東
亜
同
文
会
報
告
』（
第
七
七
回
、
一
九
〇
六
年
四
月
二

六
日
）
二
二
頁
。

（
４２
）
北
洋
武
備
学
堂
は
清
仏
戦
争
後
ま
も
な
く
李
鴻
章
が
天
津
に
設
立
し
た
士

官
学
校
で
あ
っ
た
。
徐
永
昌
『
徐
永
昌
将
軍
求
己
斎
回
憶
録
』（
伝
記
文
学
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出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
二
四
三
頁
。

（
４３
）
前
掲
『
東
亜
同
文
会
報
告
』（
第
八
七
回
、
一
九
〇
七
年
二
月
二
六
日
）
三

二
頁
。

（
４４
）
東
亜
同
文
会
調
査
編
纂
部
編
『
東
亜
同
文
会
支
那
調
査
報
告
書
』（
第
一
巻

第
四
号
、
一
九
一
〇
年
八
月
一
五
日
）
四
四
頁
。

（
４５
）
前
掲
『
東
亜
同
文
会
報
告
』（
第
八
二
回
、
一
九
〇
六
年
九
月
二
六
日
）
三

九
頁
。

（
４６
）
前
掲
『
東
亜
同
文
会
報
告
』（
第
九
一
回
、
一
九
〇
七
年
六
月
二
六
日
）
四

九
頁
。

（
４７
）「
密
受
第
二
八
二
号

関
東
都
督
府

東
三
省
、
本
邦
士
官
傭
聘
の
件
」、

JA
C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C
03022878900

（
第
三
〜

四
画
像
目
）、
密
大
日
記

明
治
四
〇
年
（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
）。

（
４８
）
鉄
良
は
満
洲
貴
族
の
出
身
で
、
清
国
陸
軍
留
学
生
と
し
て
日
本
陸
軍
士
官

学
校
第
一
期
歩
兵
科
卒
業
。
東
亜
同
文
会
調
査
編
纂
部
「
日
本
陸
軍
士
官
学

校
卒
業
支
那
留
学
生
表
」（『
支
那
年
鑑
』
第
四
回
、
一
九
二
〇
年
）
七
〇
六

頁
。

（
４９
）
渡
辺
龍
策
『
近
代
日
中
政
治
交
渉
史
』（
雄
山
閣
、
一
九
七
八
年
）
一
〇
〇

〜
一
〇
一
頁
。

（
５０
）「
密
受
第
四
九
二
号

清
国
駐
屯
軍

第
三
九
号
駐
屯
軍
報
告
提
出
の
件
」、

JA
C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C
03022937000

（
第
七
画

像
目
）、
密
大
日
記

明
治
四
一
年
一
〇
月
五
日
（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
）。

（
５１
）「
清
國
兵
制
改
革
一
件
」、『
外
務
省
記
録
』
明
治
三
五
年
一
〇
月
〜
明
治
四

二
年
一
二
月
（
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
、『
外
務
省
記
録
』
五
門
一
類
一

項
一
四
号
）
請
求
記
号
：
《
五
―
一
―
一
―
一
四
》
（
第
二
巻
、
一
〇
二
一

〜
一
〇
二
四
頁
）。
な
お
、「
密
受
第
六
三
号

外
務
省

浙
江
省
に
於
け
る

應
聘
本
邦
武
官
に
関
す
る
件
」、JA

C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

R
ef.C
03022947100

（
第
四
〜
七
画
像
目
）、
密
大
日
記

明
治
四
二
年
二

月
一
五
日
（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
５２
）
前
掲
『
東
亜
同
文
会
支
那
調
査
報
告
書
』（
第
一
巻
第
四
号
、
一
九
一
〇
年

八
月
一
五
日
）
四
五
頁
。

（
５３
）
前
掲
『
東
亜
同
文
会
支
那
調
査
報
告
書
』（
第
二
巻
第
一
六
号
、
一
九
一
一

年
八
月
二
〇
日
）
三
七
頁
。

（
５４
）
山
本
四
郎
編
『
寺
内
正
毅
関
係
文
書

首
相
以
前
』（
京
都
女
子
大
学
、
一

九
八
四
年
）
五
九
八
頁
。

（
５５
）
宇
都
宮
太
郎
関
係
資
料
研
究
会
編
『
日
本
陸
軍
と
ア
ジ
ア
政
策

陸
軍
大

将
宇
都
宮
太
郎
日
記

一
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
四
七
一
〜
四
七

二
頁
。

（
５６
）
同
右
、
四
七
六
頁
。

（
５７
）
清
国
駐
屯
軍
司
令
部
編
『
北
京
誌
』（
一
九
〇
八
年
一
二
月
三
〇
日
発
行
）

二
五
五
頁
。
遼
寧
省
档
案
館
（
瀋
陽
）
蔵
。
請
求
記
号
：
《
日
文
資
料
―
史

地
―
八
七
》。

（
５８
）「
密
受
第
三
七
九
号

清
国
駐
屯
軍

第
一
一
号
新
聞
翻
訳
の
件
」、JA

C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C
03022928200

（
第
七
画
像
目
）、

密
大
日
記

明
治
四
一
年
七
月
二
九
日
（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
）。

（
５９
）「
清
国
時
報

第
四
三
号
／
第
五

軍
事
」、JA

C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
）R

ef.B
02130207600

（
第
一
画
像
目
）、
清
国
時
報

第
四
一

号
〜
第
五
〇
号
（
調
書
）（
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

（
６０
）
前
掲
『
日
本
陸
軍
と
ア
ジ
ア
政
策

陸
軍
大
将
宇
都
宮
太
郎
日
記

一
』

三
七
〇
頁
。

（
６１
）
前
掲
「
清
國
兵
制
改
革
一
件
」
第
二
巻
、
一
〇
三
〇
〜
一
〇
三
一
頁
。
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（
６２
）
同
右
、
一
〇
三
七
〜
一
〇
三
八
頁
。

（
６３
）「
全
国
陸
軍
三
六
鎮
」（
光
緒
三
三
年
七
月
二
六
日
）。
中
国
第
一
歴
史
档
案

館
（
北
京
）
蔵
。
請
求
記
号
：
《
清
朝
陸
軍
部
（
兵
部
）
档
案
―
一
五
〇
四

―
三
七
九
》。

47


